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プロローグ








　流した涙が宝石になる、奇跡の宝石姫シファー。

　煌めく宝石は、わずかな力を加えただけで崩れ落ちてしまう。幻のように儚い。

　しかし、本物の宝石と同等、あるいはそれ以上の価値があるとされている。

　涙の宝石には、それを口にした者の傷病を癒し浄化する神秘の力が宿っているのだ。

　万能の秘薬──だが脆く壊れやすい涙の宝石は、持ち運びがとかく難しい。

　ならば姫をさらって、涙を流させてしまえ。そう考える者が跡を絶たぬのも道理。

　それゆえに、姫の身柄は隠された。

　王宮の奥深く、高き石の塔の上。

　今日も姫はそこで、ひとりひっそりと涙を流す。

　奇跡の宝石を必要とする、傷つき病んだ民のために。
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　紺藍の夜空に、月も星も輝く時分のことだった。

「姫様、ここはもう崩れます、逃げましょう！」

　砂漠の国サーイグの王宮深く。

　空へと向かって聳そびえる石の塔から、悲鳴と怒号が響き渡っていた。狂乱の最中、壁がミシミシと音を立て、天井からは絶えずぱらぱらと埃や石片が降っている。

「早く皆逃げて……！　わたくしは最後で大丈夫、心配しないで！」

　螺旋階段を、数人の侍女たちが下りていく。居住空間である最上階にひとり残ろうとしているのは、金糸銀糸で刺繍の施されたエメラルド色のドレスを身に着け、星屑のような宝玉を連ねた金鎖のベルトを締めた少女。

　黒布で隠していない頭髪は、月の輝きを持つ銀。優美な長いまつげに彩られた双眸は、翡翠ジェイドを思わせる深い翠。なめらかな頬は雪花石膏アラバスターの如く。吟遊詩人が目にすれば「天の御遣いとはかくや」と歌い上げるであろう、繊麗な美貌の持ち主。

「シファー様を残していくわけには！」

　後ろ髪引かれるように振り返った最後尾のひとりに、シファーと呼ばれた少女はにこりと微笑む。

「わたくしは、毒をも浄化する涙の持ち主『宝石姫』です。わたくしに牙を突き立てたが最後、邪竜は滅びることとなるでしょう。さ、早くお行きなさい！」

　声にも表情にも焦燥を滲ませた侍女は、それ以上逆らうこともできぬようで、「姫様、必ず」と言って螺旋階段を下り始める。

　その背を見送ってから、シファーは果敢にも階段を上り、部屋へと引き返す。

（毒竜アジ・ザイリタがなぜ王都まで……！　塔の上を旋回しているというけれど、何が狙いなの？）

　突然、それまでにない強い揺れがあり、シファーはとっさに身をかがめた。背後で、轟音。

　振り返ると、壁が瓦礫となって崩れており、うず高く積み上がっていた。

「階段が……！」

　直撃しなかったことで、圧死こそ免れたが、ひどい粉塵で状況がはっきりわからない。

　瓦礫の向こう側では「姫様ー！」という悲鳴が上がっている。

　シファーは袖で口元を覆い、もうもうと立ち上る埃を避けながら「無事よ！　そこにいても何もできることはないわ、一刻も早く塔から降りて！」と叫び、自分は部屋へと飛び込んだ。

　すぐに、埃が入らぬようにと後手でドアを閉める。

　それから、違和感を覚えて室内へと視線をすべらせた。

　高所とはいえ、窓の外さえ見なければ、地上の王宮と遜色なく家具や調度品が揃えられた典雅な空間。

　異変はすぐに見つかり、シファーは体を強張らせる。

　ドーム型の天井に大穴が開き、天蓋付きの寝台の側にうずたかく瓦礫の山が出来ていた。

（屋根を突き破られた……!?　竜はどこへ行ったの!?）

　今にも竜の牙が迫ってくるのではないかと、シファーは夜空を見上げ、耳をすませた。

「う……っ」

　どこかから、ひとの呻き声のようなものが聞こえた。

（誰か逃げ遅れていたの!?）

　シファーは視線を転じて部屋の中を見回す。

　瓦礫へと目を向ければ、倒れ伏した人影が目に飛び込んできた。

　瞳を凝らして、じっと見つめる。

　夜空から降り注ぐ星明かりに照らし出されているのは、うつぶせになった、黒髪の人物。暗い色の服を身につけている体は大きく、離れて見てもそれが男性であることがわかった。

（黒髪に、あの背格好。まさか）

　身じろぎもせず様子を窺っていたシファーは、ハッと息を呑む。

「スレイマン殿下!?」

　三剣の王子サラーサ・セイフ・アミール・スレイマン。

　塔に籠もり、男性と顔を合わせることのない生活を送っているシファーであるが、そのひとには確かに見覚えがあった。

　黒髪の英雄。鍛え抜かれた肉体を持つ美丈夫。

　彼を見間違うことなど、ありえない。

　叫ぶように名を呼びながら、瓦礫の散らばった絨毯を、銀のサンダルで走り抜ける。

「……誰だ？」

　倒れ伏していた人影から、掠れ声。

　シファーはすぐそばまで近づくと、膝をついてその顔をのぞきこんだ。

「つい先程まで、毒竜アジ・ザイリタがこの塔の上を旋回していたのです。殿下はまさか、竜とともにここまで戻ってらしたんですか？」

　塔を襲ったのは、遠くの山岳地帯から里へと下りてきた、毒を持つ人食い竜だ。

　その牙は鋭く人や馬を裂き、暴れるたびに背を覆う外皮から毒を撒き散らすという。

　これまで、何度もオアシス都市をはじめとした人里が襲撃された。王宮では、そのたびに兵を差し向けて、討伐を試みてきた。

　名にし負う英雄、隣国より駆けつけたスレイマン王子は、その竜討伐に向かっていたはずなのだが……。

　シファーは、顔を上げる。

　幾百、幾千の星が瞬く夜空は、それまでの騒ぎが嘘のような静謐に満ちていた。

（毒竜アジ・ザイリタは去ったのでしょうか。なぜ？　どこへ？）

　竜が去るとともに、彼がこの場にこつ然と現れた理由を、シファーは忙しく推測する。

　そのとき、今一度「うぅ……」という呻き声が耳をかすめた。

　スレイマンが、ゆっくりと身を起こそうとしていた。

　乱れた黒髪が、頬に張り付いていた。頭部から流れる血のせいだ。瞼の上で凝固した血で目も開けられぬようで、両目を瞑ったままシファーの方へと顔だけを向けてきた。

「ここは、『涙の塔』か。そこにいるのは、『宝石姫』だな。どうやら、俺は命からがらであなたの元へと辿り着いたようだが……」

　言葉は、そこで途切れる。

（ひどい怪我をなさっているわ。しかも相手は毒竜アジ・ザイリタ。毒に侵されているかもしれない）

　塔に閉じこもり続けてきた「宝石姫」シファーは、自分の涙から生まれる宝石が傷病に効くと、知識では知っていた。

　しかし、実際にこれほどの怪我人を目の当たりにしたことがなかった。

　シファーは、ほとんど身動きもしないスレイマンの土埃と血で汚れた手の甲へと、震える右手の指で触れた。

「殿下……。わたくしの涙石で、殿下の怪我を癒すことができたら良いのに」

　囁き、唇を噛みしめる。

　彫りの深い精悍な顔立ちをしたスレイマンは、まつげを伏せて目を閉ざしたまま。

　ひどい痛みに耐えているとは思えぬほど穏やかな表情で、聞き返してきた。

「俺のために、泣くのですか。泣けそうですか、『宝石姫』」

　まるで、震えているシファーを気遣うような、労りに満ちた声であった。シファーは、スレイマンの節くれだった大きな手を胸に掻き抱いて、決然として言った。




「泣きます。傷を負ったあなたのために。どうぞ、私の涙から生まれる宝石を、すべて使ってください」




　シファーは目を伏せる。

　やがて、煌めく涙が、頬を伝って零れ落ちた。

　その一雫が汚れた手の甲に触れた瞬間、スレイマンはぴくりと瞼を動かした。

　力なく投げ出していた手を持ち上げて、シファーの濡れた頬に汚れた指で触れる。

　滑らかな肌を指で探り、ほっそりとした首からうなじへと手を伸ばすと、不意に力を込めて自分の方へと引き寄せた。

　きらきらと輝く涙の降る中、スレイマンは荒々しく、柔らかな唇に食らいついた。







１ 竜退治の王子








　シファーとスレイマンの出会いは、さかのぼること数日前。




　早朝。

　広大な庭園を囲む石造りの回廊を、シファーは侍女を伴ってほとんど走るような早足で進んでいた。

「お、お待ちください、姫様……！」

　遅れていた侍女が声を上げると、先を行っていたシファーが振り返る。

「ニルミーン、大丈夫？」

　シファーはこのとき、目から下の顔半分を薄布ヴェールで隠し、装飾性のない地味な象牙色アイボリーのカフタンに黒の腰帯を締めただけの装いで、王宮勤めの侍女の姿をしていた。

　しかし、額にこぼれたまばゆいばかりの銀の髪や、澄んだ翠の瞳の目元には気品があり、その存在感を隠して切れてはいない。ニルミーンと呼ばれた侍女は、琥珀色の目を潤ませてシファーを見つめ、青い息を吐き出した。

「やはり無謀です、姫様。王太子殿下の毒竜アジ・ザイリタ討伐の出陣式に紛れ込むだなんて。もし姫様が塔を抜け出したことが知られたら、すぐにでも塔へ連れ戻されてしまうことでしょう」

　真摯に耳を傾けていたシファーだが、毅然とした態度で首を振り「道案内のため、あなたを巻き込んだのは本当に申し訳ないのだけれど」と切り出す。

「この先誰に見つかっても、決してあなたが罪に問われないようにします。泣けないわたくしが塔に閉じこもっていても、皆様のお役に立てることはありません。塔を出てきたのは、わたくし自身の意思。この上は、わたくしを竜討伐へ連れて行って頂きたいのです」

　泣けない──「宝石姫」のシファーはまさにそのとき、存在の危機的状況に陥っていた。

　宝石の涙に価値を見出された子どもの頃から、シファーはひたすらに「泣く」ことを望まれてきた。

　だが、涙というのは自由自在に流せるものではない。「泣いて欲しい」と期待され、それに応え続けるのが積み重なるうちに、ついに。

　涙が涸れ果ててしまった。

　一年ほど前から、シファーは涙を一滴も流していない。

　十八歳を迎えた今も、まったく泣ける気配はなかった。

　シファーとて内心では焦っているのだ。

　なにしろいまこの国は、かつてない大きな危機に晒されている。

　その理由は、現在巷を騒がしている毒竜アジ・ザイリタ。

　何度も人里が襲撃され、助けを求める民草に応えて王宮は兵を出して討伐を試みてきたが、失敗続き。

（人々は毒に侵され、傷ついているというのに。泣くことのできないわたくしは、涙の宝石でもって民を救うことができない……）

　万策尽きたと、ついに王は、隣国で名を馳せる勇者スレイマンに救援を求めた。

　三剣の王子サラーサ・セイフ・アミール・スレイマン。

　神速の剣技は、まるで三本の剣を操っているが如く。勇猛果敢で恐れ知らずの美丈夫。

　黒髪にラピスラズリの瞳を持つかのひとは、第二王子という身分にありながら、ひとたび近隣で怪物が現れたと聞けば、真っ先にその討伐に繰り出しているという。

　その戦果は常勝不敗。生ける伝説として勇名を轟かせているのだ。

　毒竜アジ・ザイリタ討伐参加も、快諾。隣国から馳せ参じて、サーイグの王宮には昨夜到着。歓待の宴も固辞して、今日は朝からシファーの兄である王太子ライハーンとともに出陣式に臨む段取りとのこと。

　涙の塔を抜け出してきたシファーの目的は、その場に潜り込むことであった。

「わたくしが泣けなくなってしまった原因は、塔にこもりきりだったせいもあると思うの。今となってはどんな絵物語を見ても、美しい星空を目にしても、心が動かなくなってしまった……。でも、竜討伐で傷つくひとを前にしてまで『泣けない』はずがないわ」

　塔を抜け出してきたのは、涙を取り戻す大義名分のためだと、シファーは拳を握りしめて力説した。

　しかし、ニルミーンの顔色は先程よりさらに悪くなっており、その視線はシファーの背後に注がれている。ほとんど声に出さずに、薄布ヴェールの影で「姫様」と言った気配があった。

（何を……？）

　不審に思いながら、シファーは振り返る。

「こんにちはサラーム」

　低く、艶を帯びた声音。

　見上げるほどに背の高い黒髪の青年が、背後に立っていた。

　浅黒く焼けた肌。彫りが深く、精悍な面差し。藍色のカフタンをまとった肩に、軽く結い上げた黒髪を流している。切れ長の青の双眸は強い輝きを放ち、まるで宝玉のように煌めきを零していた。

　シファーと目が合うと、形の良い唇に穏やかな笑みを浮かべる。

（「こんにちはサラーム」……、隣国ガンナームの挨拶、よね？）

　黒髪の青年の隣には、いまひとり銀髪の青年が立っていた。長いまつげに彩られた翠の瞳が、シファーとよく似ている。その表情は、ひどく強張っていた。

「どうして姫がここにいるのかな。塔の警備はどうなっているんだろう」

　シファーの兄、王太子ライハーンであった。黒髪の青年と背は同じくらいだが、並ぶと線が細い印象になる。戦闘に赴く前とあって、裾に大きく切れ込みの入った動きやすそうなシルクのカフタンを身に着け、複雑な紋様の織り込まれた腰帯を巻き、剣シャムシールを佩いていた。

　そこでようやく、シファーはハッと息を呑み、ニルミーンを背にかばう。

「わたくしがここにいるのは、すべてわたくしの一存です！　塔の者は誰も悪くありません！　侍女や侍従を責めて、罪に問うことはやめてください！」

　ライハーンは、ふっと息を吐き出すと、表情を消し去った。

　翠眼を細め、冷淡な口調で告げる。

「彼らは、己の役目をまっとうしなければならない。『宝石姫』を塔から逃したとあらば、それは仕事上の過失。責任は追求されるべきだし、かばいきれるものではない。何しろ、彼らは次もまたそうやってシファーの願いを聞き届け、塔から逃げ出すのを手助けしてしまうかもしれないだろ？」

　言い返そうとしたシファーであったが、とっさに言葉が出てこずに唇を噛みしめた。

　まだ幼く塔に閉じ込められる前、シファーは母后の暮らす後宮でライハーンと仲睦まじく過ごしていた。成長したライハーンが後宮を出た後、シファーは塔へと上ることになったが、何度も会いにきてくれていた。

　このところは忙しいとのことで顔を合わす機会はなかったものの、これほど冷たい言葉を浴びせかけられたのは初めてのことだった。

　打ち据えられたわけでもないのに、衝撃が強くて呼吸すら苦しい。

（兄様は、わたくしが涙を流さなくなったことにお怒りなのですよね）

　そのとき、「宝石姫？」と、低い呟きが耳を打った。

　ライハーンは横を向き、黒髪の青年を見つめて言う。

「身内の揉め事を見せて申し訳ない、スレイマン殿下」

　苦渋の滲んだ声が呼んだ、その名。

　ラピスラズリの瞳が、再びシファーに向けられる。

　視線が絡んだ瞬間、ふ、と青年の口角が上がった。

「はじめましてホシュバフタム」

　それは、この国サーイグの言葉による挨拶。

　シファーは胸の前で拳を握りしめ、震える声でなんとか答えた。スレイマンの国ガンナームの言葉で。

「こちらこそフルサ　サイーダ」

　スレイマンは笑みを深めて、穏やかな口ぶりで言った。

「あなたの国サーイグの言葉で大丈夫ですよ。勉強してきました」

「勉強……」

　思わず口の中で呟く。すると、スレイマンは端正な顔をくしゃっと笑みの形に崩した。

「そう、勉強です。俺は世継ぎではなく、国を空けることも多いので。出先で通訳がいなくても意思疎通できるようにと、必要に駆られて学びましたが、姫は？　塔から出ることはほとんどないと聞いておりましたが、いつかのために勉強なさっていたのですか」

　普段、シファーはこれほどの距離で男性と口をきくことがない。それだけで心が大きくざわついているというのに。

（ほ……褒められてます……？　三剣の王子サラーサ・セイフ・アミール、あのスレイマン殿下に？　わたくしが？）

　その視界に自分が入り、存在が認識され、よもや使うこともないと知りながら「いつかのために」あてもなく勉強していた言葉を褒められた。その事実に、胸が熱くなる。

　吸い込まれそうな星空のような瞳が、面白そうにシファーを見ていた。

　庭の木々の間を、乾いた風が吹き抜けて、スレイマンの黒髪をかすかに揺らした。

　スレイマンは微笑みを浮かべたままシファーから視線を外し、ライハーンへと顔を向けた。

「宝石姫の涙の石は、竜討伐で傷つき倒れた勇士にも与えられることはないと、聞いていたから、もしや、姫は伝説の存在で実在しないのではないかと思っていたところだ。まさか、こうしてお目にかかれるとは」

　ずきりと、シファーの胸が痛む。

（涙の石は、必要とされているのに。わたくしは、泣けない）

　スレイマンのまっすぐな視線にあてられたライハーンは、わずかに躊躇った後「あなただから、お話しするのですが」と断りを入れてから、告げた。

「姫は、泣けないのです。もう長いこと」

「何か原因でも？」

　打てば響くように返されたその問いかけには、安易な誤魔化しを許さぬ威厳があった。ラピスラズリの瞳は、ライハーンから、シファーへと向けられる。

（本来なら、竜討伐に向かうこの方には、わたくしの涙石をお渡しすべきなのに）

　シファーは、思い切って告げる。

「心が、動かなくなりました。涙がまったく出なくなってしまったんです。この身に、奇跡の力はもうないかもしれません。わたくしは『宝石姫』としての役目を果たしていません」

「シファー。よしなさい」

　ライハーンが、強い語調で遮る。彼の耳元で、瞳と同色の宝玉を嵌めた銀の耳飾りが、きらりと揺れた。

「兄様、本当のことです。いまのわたくしは、誰も救えません……！」

　──不思議の力を持つ「宝石姫」。

　この地上において、力を持つ者はときたま生まれるが、「神秘の力」だけあって、謎が多い。親から子に伝わるものでもなく、成長途上で失われることもある。女性であれば、初潮や破瓜などの、肉体的・精神的に大きな変化が力喪失のきっかけになることも少なくない。

　それゆえに、身柄の安全のためだけではなく、隔離の意味合いもあって、シファーは塔へと閉じ込められることになったのだ。

　この年頃の姫であれば、すでに伴侶を得ているものだが、「宝石姫」であるシファーにはそういった未来はない。

　なるべく、その身辺に大きな変化がないように自由を奪われ、見張られ続けてきた。

　それも、原因のひとつかもしれない。

　シファーは泣けなくなってしまった。

　涙石が生まれることはなく、力があるのか、それとも失われてしまったのか判然としない状態が、長らく続いている。

（竜が暴れているこんな大変なときにまで、泣けないなんて。わたくしはこの国の姫として、本当に無力で価値のない存在……）

　シファーは押し寄せてきた思いに、唇を噛みしめる。

　それまで黙っていたスレイマンが、不意に口を挟んだ。

「泣けない焦りから、姫は塔を抜け出してきたわけですか」

「本来なら、許されることではないのですが」

　頭を抱えつつ答えたライハーンに対し、スレイマンはのんびりと話を続ける。

「殿下は、姫の侍女にお怒りのようだが、情の通わぬ者が姫についていた方が良いとお考えなのだろうか。姫を危険に晒すことはあってはならないだろうから、その怒りもわかる。しかし、何もかもがんじがらめで、心を殺すことに姫も周囲も慣れてしまえば、姫はこの先、本当に泣けなくなるのではないか」

　スレイマンの指摘は、ライハーンの泣き所を貫いたらしい。ライハーンは苦しげに眉をひそめ、辛そうな声で答えた。

「ここのところ、苦しい戦いが続きました。姫の涙石があれば、と思う場面は実に多かった。傷つき、苦しみながら、何人もの兵が倒れて命を落としました。もちろん、涙石は奇跡の力なので、人間同士の戦であれば、あてにするようなものではないのですが……。いま相手にしているのは、人間ではなく竜なので」

　シファーとは、決して目を合わせずに話すライハーン。胸が張り裂けそうだ。

（わたくしが泣けないばかりに……）

　泣かなければいけないと、頭ではわかっているのだ。それなのに、泣けない。どうしても。

　シファーは、恐る恐るスレイマンの様子を窺う。スレイマンは、ライハーンに向けて凪いだ声で告げた。

「言葉を覚えて話す鸚鵡オウムとて、その目の前で話す者がいなければ言葉を知らないまま成鳥となる。民を目にすることなく塔に暮らす姫が、その苦しみのために泣けないのだとしても姫を責めるのは酷というもの。姫に必要なのはおそらく、知ることだ」

　ライハーンは、そこでようやく苦笑いをした。

「さすがの慧眼です、殿下。我々は姫の貴重な『能力』ばかり気にして、その身柄を守ることに腐心し、泣くに至る心の在り様に、あまりにも無関心でした」

　息を詰めてやりとりに耳を傾けていたシファーだったが、二人から同時に目を向けられてびくりと体を震わせた。

　そして、ニルミーンを背後に隠しながら、今一度切々と訴えかけた。

「わたくしの身近な者を痛めつけ、わたくしが悲しむことをして無理に泣かせようとするのは、絶対にだめですよ……！」

　立ち並ぶ列柱の間から、まばゆいばかりの陽光が差した。光をその横顔に受け、まぶしそうに片目を細めながら、スレイマンはシファーを見た。

「塔を出て、姫はこの後、どうするおつもりでしたか」

「もし、竜討伐に加えていただけたら……と」

　言っているうちに、シファーは急にそれが身の程知らず過ぎる発言と自覚して、声が出なくなった。

　見るからに全身を鍛え上げ、背に大剣を負ったスレイマンとひきかえ、シファーは塔暮らしの引きこもりで肉体は軟弱そのものである。初めからものの数ではないとわかっていたが、それ以上に深刻な足手まといになるであろうことが容易に察せられた。

（恥ずかしい。気持ちばかりが焦って、わたくしは厄介事を起こしただけ）

　ライハーンが「殿下、もう時間がない」とスレイマンに声をかけながら、シファーに視線を流してきた。

　記憶にある兄と違わぬ、優しげな表情。

　ため息混じりの早口で、告げられる。

「今度から、姫の手足に鈴をつけて逃亡防止の策を強化しなければいけないかと考えたけど、今日のところは見逃しておこう。それにしても、せっかくこの早朝に人払いをして殿下と二人で密談をする予定だったのに。少し、殿下の国のことを聞きたくてね」

「申し訳ありませんっ」

　シファーがひとに見咎められずに塔を抜け出せたのも、こんなところで二人にめぐりあったのも、王宮内の一部をわざと手薄にしていた、という理由があったのだ。

　思いがけず、シファーと遭遇したことで、ライハーンたちには時間を浪費させてしまったらしい。シファーは縮こまって謝ったが、ライハーンは毒気の抜けた様子で言った。

「良いよ、見逃すって私が言っているんだ。騒ぎになる前に塔に戻れば不問にする。……戻るよね？　それとも、本気でついてくるつもりかな？」

　もし泣けるのであれば、シファーは何がなんでも一緒に行くと言い張っただろう。

　だが、そうではない以上、邪魔にしかならない。シファーは平伏せんばかりに深々と頭を下げた。

「兄様、ありがとうございます。お忙しいときに申し訳ありませんでした。わたくしは塔で祈りお待ち申し上げております。兄様と殿下、討伐隊の皆様にご武運を」

　精一杯の思いを告げ、顔を上げられぬままでいるシファーの横を、二人が通り過ぎて行く。

「ありがとう。行ってくるよ」

　背中で優しげなスレイマンの声を聞き、やはりついて行きたいという気持ちをなんとか抑え込んで、シファーは強く願った。

　どうかご無事で、と。







　シファーが再びスレイマンと出会ったとき、願いむなしく彼は瀕死の重傷を負っていた。

　その姿を目にしたシファーは、長らく忘れていた「泣くこと」を思い出し、涙を流した。

　溢れ出した涙を口にしたスレイマンは、閉ざしていた目を見開くと、そのままシファーに襲いかかったのだ。







２ 暗い夜に降る涙








（討伐隊は、スレイマン殿下の尽力の甲斐があって、見事毒竜アジ・ザイリタ討伐を成し遂げたと王宮に一報が。けれどその帰還を待つ間に、討たれたはずの竜が夜空を駆って王宮に姿を見せ、「涙の塔」を襲撃した）

　竜が王宮に現れたということは、先触れの一報の後に何か異変があり、討伐隊は帰り着くことなく壊滅したのではないか。

　スレイマンとライハーンの身に、何かがあったのではないか。

　二人が戻っていない以上、残った者たちで竜を迎え討つしかない。

　王宮が混乱に包まれる気配は塔にも伝わり、シファーは腹を決めたのだ。

　相手が毒を持つ生き物なら、自分のその身を捧げて食らわせてみせる、と。

　それが、泣けなくなった「宝石姫」の果たすべき最後の役目なのだと。そのつもりで塔の最上階に留まったのに。

　現れたのは傷ついたスレイマンであり、竜は姿を消してしまった。

　その意味するところとは。




「泣きます。傷を負ったあなたのために。どうぞ、私の涙から生まれる宝石を、すべて使ってください」




　ひどい怪我を負ったスレイマンと再会したシファーは、あまりの出来事に自然と目から涙を溢れさせた。その涙を浴びたスレイマンは、怪我人とは思えぬほど強い力でシファーを抱き寄せ、その唇を奪い、目を細めて笑った。

「あなたの涙は、とても甘い」

　彼の印象にそぐわぬ強引な仕草に、シファーは驚いて身じろぎをしながら呼びかける。

「スレイマン、さま？」

　その動きだけで、スレイマンはシファーが逃げようとしていると思ったのか、骨がきしむほどに強く抱きしめてきた。

「ああっ、痛っ……」

　たまらず叫んだ瞬間、涙が溢れる。それもすべて、唇で吸われ、舌で舐め取られた。

　肌を這う生暖かく湿った感触に、ぞくりと、背筋が震える。

　シファーは腕の中でもがき、か細い声で懇願した。

「痛くしないで」

　スレイマンは片腕でシファーを抱き直し、目をのぞきこんできた。

　ラピスラズリを思わせる、吸い込まれそうなほど深い青の瞳。

　その奥底に揺らめく、暗い情欲を宿した炎に気づかぬまま、シファーの意識は、視界をかすめたスレイマンのこめかみを伝う血へと向けられた。

（怪我が、治りかけている……!?　今まで、涙石ではなく涙を直に飲まれたことなどないけれど、宝石になる前であっても、わたくしの涙そのものにも、怪我を治す力があるの？）

　傷のお加減はいかがですか、と問いかけようとした。

　それより先に、スレイマンはシファーを抱き抱えて立ち上がった。

　迷いのない仕草で、崩壊に巻き込まれずに残った天蓋付きの寝台に歩み寄ると、垂れ下がる薄絹を片手でまくりあげるようにかきわけて、シファーを下ろす。

　そのまま、細腰の上に跨って、乗り上げてきた。

「殿下、何を」

　スレイマンは、儚い抵抗をものともせずに、自分の髪紐をするりと解くと、シファーの手首をまとめて縛り上げた。

　そして、シファーの柔らかな頬を硬く大きな手のひらで包み込み、うわごとのように呟いた。

「なるほど、これが奇跡の乙女か。涙のひとしずくでここまで効果があるとは。しかしまだ全然足りない。この身の焼け付くような渇き、飢え、苦しみ……」

　全身から、何か不吉な気配が漂っていた。

（スレイマン様のご様子が、おかしいわ。禍々しくて、ひとならざるもののような）

　瞳の奥に、獰猛な輝きがあることを、このとき初めてシファーは意識した。

　体をこわばらせ、目を大きく開いて見上げるシファーを、スレイマンは酷薄な表情で見下ろした。布地を押し上げる、張りのある胸から、すんなりとした腰までを手荒な仕草で撫でて、口角を持ち上げる。

「美味そうだ。さて、その血はどれほど甘いのか」

　スレイマンは、縛めたシファーの手首を上から押さえつけると、体を倒して唇に唇を重ねてきた。

「んっ……ふ……」

　硬い胸板に、弾むように豊かな胸が押し潰される。

　肉厚な唇は、シファーの小さな唇を覆ってしまい、その息苦しさに、シファーは空気を求めて喘いだ。

　ほんのわずかに、唇が離れた。

　そのすきに、シファーは「スレイマンさま」と呼びかけようと口を開いた。そこに、容赦なく舌をねじこまれる。

「あ、んんっ」

　スレイマンは口腔内を舐め上げ、小さな舌に舌を淫靡に絡めて、唾液を啜り上げた。

　蹂躙される感覚と、耳に響くぴちゃぴちゃという卑猥な水音に、シファーは途切れ途切れの悲鳴を上げる。

　抵抗しようにも、腕は括られた上にがっちりと押さえつけられていて、為す術もない。スレイマンは、乱れた吐息をもらして、呟いた。

「やはりな。癒しと浄化の力が宿っているのは、涙だけではない。お前の体を流れる体液すべてに、生命力を呼び起こす力がある……。くっ」

　不意に、スレイマンは苦しみに堪えるように目を伏せた。

　そのまま、低い声で素早く告げてきた。

「姫、頼む。俺に力を貸してくれ。体がいうことを、きかない。竜の毒が」

　その一瞬、スレイマンの雰囲気が変わった。

（邪悪な気配が、消えた？）

　シファーは、潤んだ目でスレイマンを見つめる。

　視線を絡ませる間もなく、スレイマンは再び唇を寄せてきた。シファーの口から漏れた唾液を飲み込み、目尻から溢れた涙をも舐め取る。

「スレイマン、さま……」

　かぼそい声でシファーがその名を呼ぶと、手首を押さえつけていた手が離れた。ほっとする間もなく、その手は衣服の上から、柔らかく張り詰めた乳房を鷲掴みにする。

「やっ」

　背を寝台に押し付け、シファーは清らかな顔を歪めて悲鳴を上げた。

　それが男の嗜虐心と劣情を、激しく煽るとも知らず。

　形が変わるほど強く両手で胸を揉みしだき、息を乱しながら唇を無理やりに割り開いて口腔をすみずみまで舌で激しく犯して、スレイマンは押し殺した低い声で囁いてきた。

「このまま抱く」

　シファーは、唇を噛みしめた。

　スレイマンは両手で、指からこぼれるほどに豊かな双丘を強く掴み、続けた。

「初めて目にしたときから、あなたをこうやってひどく泣かせたいと思っていた。毒のまわったこの身は、苦しみゆえにあなたを求めずにはいられない」

　欲望に突き動かされた、暗い声。

（この方は、いったい誰？　スレイマン様なの？　それとも）

　片手が胸から外れ、ドレスの裾をまくりあげられた。シファーは「だめ」と弱々しく抗議したが、聞き入れられることはない。手はそのまま下穿き越しに腿をなで上げる。薄い肉付きを確かめるように、指が徐々に上までたどり、足の付根まで届いた。

　布地越しに、信じられない場所をぐっと苛めるように触られて、シファーは悲鳴を上げた。

「殿下、そこは……んっ」

　必死の訴えは、唇を重ねられて、強引に奪われる。スレイマンの息遣いは獣のように荒く、胸元に手をかけられたところで、一気に布地を引き裂かれた。

　雪花石膏アラバスターのような白い肌が露わになり、丸みを帯びた豊かな胸が空気に晒されて、シファーは「いやっ」と鋭く悲鳴を上げた。

「あなたはどこもかしこも美しい……。薄衣ヴェール越しでは想像するしかなかったが、素顔はまるで月の女神。無垢で汚れを知らない……」

　布からまろび出た真っ白な胸が、濃い肌色の素手できつく掴まれて、まだら模様を成すように指が食い込む。

「やめて……」

　涙をぼろぼろとこぼしながら、シファーはか細い声で懇願した。

　スレイマンはもはや涙に関心を失ったように、シファーを泣かせたまま、両方の手で胸を揉み込んだ。指の腹で転がすように何度も頂きを嬲られると、そこが固く芯を持ってツンと立ち上がる。スレイマンはふふ、と笑いながら指先できゅうっと乳首を摘み上げた。

「んっ」

　シファーは身を捩り、腰を揺らす。その反応はすべて、シファーの体に乗り上げているスレイマンに、直に伝わってしまう。

　喉を鳴らして、愉快そうに笑いながらスレイマンが言った。

「やめてと言うわりに、ずいぶん猥りがましく腰を振るんだな、姫は。さては、こうして痛くされるのが良いのか」

　両方の乳首を、絶妙な力加減で摘まれ、膨らみに押し込むように指の腹で潰される。痛みだけではない感覚がじわじわと沸き起こり、触られてもいない足の付根部分までもが怪しく熱を持ち始める。

　シファーはその未知の感覚を恐れ、首を振りながら喘ぎ混じりに訴えた。

「だめ……、もうやめてください」

「その願いは聞かない」

　無情に断言をして、スレイマンは乳首に唇を寄せると、薄い色づきの乳輪ごと口にぬるりと含んだ。舌でころころと乳首を舐め回されて、シファーは喘ぎをこぼしながら何度も「だめ」と繰り返したが、乳首をきつく吸われて苛められてしまうだけだった。

「あっ……んっ……ああっ」

　体を捻って逃げようにも、かえって彼の口に胸を押し付けるような体勢になってしまう。スレイマンは笑いながら、もう片方の胸を手でぎゅっと握りしめてきた。

（そんな、乱暴な……っ！）

　ひどい、と思う一方で、舌や手の動きを意識すればするほど、体が熱くなり、足の付根の奥が熱を持ったように切なく疼き始める。

「殿下ぁ……もう、お許しください……」

　泣き濡れた声でシファーが願っても、スレイマンは聞き入れることなく、乳首に歯を立て甘噛みをした。

「ああっ、痛いっ……！」

　ぴりっとした痛みに、スレイマンの体の下で、腰がびくんと跳ねた。

　ふ、とスレイマンは笑みを漏らして顔を上げる。涙でぐずぐずになったシファーの顔を見つめ、楽しげに言った。

「胸だけでこれほどに感じるのか、姫は」

　軽く体を起こしたスレイマンは、シファーの腰に手をかけて、下着ごと下穿きを脱がせてしまった。とっさにシファーは足を閉じようとするが、スレイマンが強引に両足の間に体を置き、両方の膝を寝台に押し付けるようにして、大きく割り開く。

　されるがままのシファーは、息を止めて体をこわばらせた。

　露わになった秘部にスレイマンの指が触れ、ぐちゃ、とはしたない水音が響く。

（濡れてる……!?）

　粗相をしたのかと焦ったが、スレイマンはなぜか気を良くしたように指でそこをなぞり、ぐちゃぐちゃとなおさら激しく音が立つほど、弄り始めた。

「ん、ん、あ、いや、だめっ」

「すごいな。こんなに濡れるものなのか。それとも、『宝石姫』はここも特別なのか？　効力があるのは涙だけと喧伝していたのは、この体そのものが至宝であることから目を逸らさせるためであったか。体液すべてに癒しの力が宿っているというのなら……。さてここの味は」

　味、と聞いた瞬間、次に何をされるかを悟り、戦慄が背筋を駆け抜けた。

「舐めちゃだめ……っ」

　シファーは闇雲に叫んだが、スレイマンの動きを阻むことなどできはしなかった。スレイマンは、ほっそりとしたシファーの両足をがっちりと手で抑え込み、顔をそこに寄せる。

　指で散々嬲られて、潤み切った蜜口に、柔らかく生暖かいものが触れた。それは、先程シファーの口の中を散々に犯したスレイマンの舌であった。

「やだ……っ、だめ、やめてくださっ」

　はしたないほどに溢れた蜜を、音を立てて吸われ、舌で丹念に秘裂を舐め上げられる。

（スレイマン様の舌が、わたくしの……）

　舌先が、蜜口のそばの花芽に触れた。これまで味わったことのない、強烈な快感に、シファーは甘くかすれた悲鳴を上げる。

　目眩がして、全身から汗がにじみ出た。

「甘い……。素晴らしい甘露だ。舐めれば舐めるほど溢れ出てくる……」

　秘処に、スレイマンの乱れた息遣いを感じる。その熱さを意識しただけで、蜜が染み出す感覚があった。それをスレイマンの舌が貪欲に舐め取り、まだ足りないとばかりに割れ目の奥まで舌をねじ込まれた。

「ひぁっ……それはっ」

　入り口をなぞるように舐めながら、舌は浅い部分で何度も出たり入ったりを繰り返す。

「気持ち良いか、姫。そのように腰を振って、何を強請っている？」

「ね、強請ってなど……んっ」

　指摘されて、シファーは初めて自分が腰をくねらせていたことに気づく。

（舌から、逃げたいだけ）

　しかし、花芽を再び舌先で苛められ、舐め上げられた瞬間、意志に反して腰が跳ね、スレイマンの口に秘処を押し付けてしまった。応えるようにスレイマンは秘裂に舌を差し入れ、内側の襞を舐めてから抜き、続けて花芽を舌先でぐいぐいと刺激する。

「あっ、だめっ、やめっ」

　心臓が、壊れそうなほどばくばくと高鳴っている。

　喘ぎながら、シファーは腰を浮かせた。スレイマンは、すかさず太ももを手で押さえつけ、花芽に軽く歯を立ててから、舌を蜜穴の奥深くまでめりこませた。

「きゃあ……ああああっ」

　括られたままの手首を揺らし、むき出しの胸を弾ませて、シファーは甲高い悲鳴を上げた。スレイマンはシファーの片足を持ち直すと、溢れ出した蜜を舌で舐め取る。

「いいぞ、淫らに達け。……感じれば感じるほど姫のここはどんな蜜よりも甘くなる。涙よりもよほど強烈に、男を昂らせる。ほとんど媚薬だ」

「あっ、あっ、あっ……っ」

　スレイマンの声が遠くで聞こえるが、シファーにはもうその内容はわからない。腰が跳ねて、背が浮く。すぐに、背を寝台に押し付けるように、硬く大きな手のひらで上から胸を握りしめられる。信じられないことに、その痛みすら、強い快感を生む。

　感じるところを同時に何箇所もひどく苛め抜かれて、良いように弄ばれているのに、それがたまらないほどに気持ち良かった。

　休むことも許されず、刺激を与えられることで、瞳からは涙が溢れて視界がぼやけ、腰ががくがくと震える。

　快感が何度も弾けて、シファーは自分でもわけがわからないまま嬌声を上げ続けた。

　やがて、上り詰めた先に、ふっとわずかな間、体の感覚が遠のいた。
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　少しして、意識が戻ってきた。気絶していたのかもしれない。

　気づいたときにはスレイマンの唇が、シファーの唇を優しく貪っていた。舌で口を押し開かれると、従順に馴らされたシファーの舌は応えようとするかのように、肉厚な舌につたなくも絡んでいく。

　はあ、と唇を離したスレイマンが切ない吐息をもらした。

「姫、あなたは可愛すぎる。こんな手荒いことをしてしまったというのに……」

　清涼感のある風のような、耳に馴染む声。

　シファーはぼんやりとその声を聞きながら目を開ける。体の上に布がかけられていることがわかった。スレイマンは眉を寄せた厳しい顔で、シファーをのぞきこんでいた。

　目の表情が、さきほどとは違う。

　澄んだ色合いであり、曇りがない。

「今晩の俺は、竜の毒の影響下にあった。あまりの苦しみに、あなたの涙を求めてここまで来て、無理やり泣かせたばかりか、涙以上のものを……。姫のおかげでなんとか持ち直したが……。記憶は、ある。あなたに何をしたかも覚えている。俺はこの無垢な体を欲望のままに蹂躙し、歯止めがきかぬまま純潔を散らすところだった……」

　シファーは、探るように手を伸ばした。

（縛めが解かれている。意識を失っている間に、介抱してくれたのですね）

　自由になった手で、シファーはスレイマンの首に触れ、背に腕を回して捕まえた。

「『宝石姫』……？」

「スレイマンさま、謝らないでください」

　快楽の余韻で体に気だるさはあったが、痛みなどは何も無い。シファーははっきりとした声で、スレイマンへ告げた。

（毒の影響……。ではここに来たとき、スレイマン様はやはり、正気ではなかったのでは。そして正気に返ったいま、後悔していて、わたくしから離れようとしているみたい）

　いつ、どうやってここに来たのかという疑問はあったが、置いていかれたくない、という強い思いがすべてを塗りつぶした。

　ぎゅっと、スレイマンを抱く腕に力を込めて、シファーは切実な思いを告げる。

「行かないでください。無理をして、どこへ行こうと言うのです」

「俺はもう大丈夫だ。姫のおかげで助かった。だが、この部屋の惨状は……。姫以外は皆、塔を降りているんだな？」

　スレイマンの確認に、シファーはその胸にすがりついたまま頷いた。

「わたくしだけ残りました。討伐隊が戻る前に、竜が王都へと来たのであれば、打つ手もほとんどないでしょう。かくなる上は、わたくしの身を竜に捧げようと思いました」

「なんて危険なことを考えるんだ。姫が竜討伐に名乗りを上げたときにも思ったが、ずいぶんと豪胆なんだな。おかげで俺は助かったわけだが」

　顔を上げたスレイマンが、間近な位置でシファーに微笑みかけてくる。

　自分の涙が彼の苦しみを癒したのだと思えば、ひとり塔の上に残った甲斐があったというもの。シファーはほとんど無意識に腕に力を込めて、スレイマンを見つめ返した。

「殿下、もうお辛いところはありませんか……？　殿下のおかげでわたくし、泣くことができました。ですが、毒竜アジ・ザイリタの襲撃で傷ついた方は他にもたくさんいるはず。わたくし、もっと泣きたいんです」

「姫……」

　視線を絡ませたまま、スレイマンは言葉を途切れさせた。唾を飲み下したように、ごくりとその喉が鳴る。それから、ハッと我に返ったように小さく首を振った。

「まずは二人で塔を降りねば」

　シファーを気遣うような慎重な仕草ながらも、スレイマンはその腕から逃れようとしている。思わずシファーが腕に力を込めると、手首を優しく掴まれた。

「姫こそ、体が辛いだろう。俺がたくさん泣かせたから。無理をさせて、すまない」

「いいえ。謝らないでください」

　かすれた声で呟き、シファーは身じろぎをする。

　すると「動かぬように」と囁いたスレイマンが、シファーの裸の背に腕を差し入れて、上半身をそっと持ち上げた。シファーはされるがままになっていたが、耳元で小石のこすれさざめく音を聞いて息を止める。

　スレイマンは、笑みを浮かべて言った。

「気づいただろうか。あなたの周りにたくさんの涙石が……」

　そっと、シファーは首を巡らせて、自分の横たわっていた箇所を振り返る。

　水晶クリスタル。碧玉ジャスパー。赤輝石カーバンクル。瑪瑙アゲート……虹色の結晶。

　様々な色形の宝玉「涙石」がいくつも転がっており、薄暗い中にあっても発光しているかのように煌めいていた。

「こんなにたくさん」

　シファーが感極まって呟くと、スレイマンも穏やかに微笑んだ。

「この宝石のおかげで、救われる者がたくさんいるはずだ。早く届けよう」

　ちょうどそのとき、遠くからくぐもった呼び声が聞こえた。

　シファーとスレイマンは、同時に口を閉ざして音を探る。

「姫、無事か。無事なら返事をしなさい。この瓦礫は必ず取り除くから焦らず待つように。姫？　シファー、聞こえているかい？」

　ドアと瓦礫に阻まれた階段下から、ライハーンが叫んでいるようだった。

「兄様……。良かった、兄様もご無事なのですね」

　ほっとしたせいか、意識がすうっと遠のく。

　スレイマンの力強い腕に支えられたまま、シファーは眠りに落ちた。




　完全に目を閉ざしたシファーを抱き直し、スレイマンはその額に額を寄せて瞑目する。

　唇からは、悩ましげな溜息と「姫……」という、ひそやかな囁き声が零れ落ちた。







３ 竜の呪い








「毒竜アジ・ザイリタはスレイマン殿下が見事剣で仕留めたのだけど、そのときに問題があってね……」

　数日後の昼下がり。ところは王宮の一室。

　シファーは、蔦草紋様が鮮やかに織り込まれた大判の壁掛けタペストリーを背に、いくつもの座布団クッションを並べた低い長椅子にゆったりと腰掛け、ライハーンから説明を受けていた。

　塔からの脱出自体は、さほど困難ではなかったとのこと。

　シファーが気を失っている間に、瓦礫の隙間からスレイマンが抜け出て、螺旋階段を数周飛ばしで下に飛び降り、事なきを得たという。

　部屋から持ち出した涙の宝石もほぼ無傷で、必要とされる者のところへ届けられたとのことだった。

　久しぶりに、「宝石姫」シファーは泣いたのだ。

　その疲れが出たのか、三日四日と寝込むことになり、ようやく起き上がれるようになったものの、体調は万全と言い難い。

　それでも「何があったのか知りたい」と願い出たところ、ライハーンとスレイマンが見舞いがてら部屋を訪れてくれたのであった。

　事前に、くれぐれも無理はするなとライハーンから手紙で念を押されていたこともあり、シファーは寛いだ姿で二人を迎えた。

　薄布ヴェールで顔を隠すこともなく、銀の髪はゆるやかに肩に流している。

　身に着けているカフタンも、金糸銀糸で刺繍が施され、細かく真珠や宝石の縫い付けられた華やかなものであったが、作りはゆったりとしており、帯も締めていない。

　部屋はひとりの侍女も残さぬよう、ライハーンによってすっかり人払いがなされていた。

　他人の耳目を気にする必要のない状況を作った上で、ライハーンはあの夜に至る竜討伐の顛末を隠さずに話してくれた。

「剣に貫かれた竜は、死に物狂いで暴れた。竜が最後に振り上げた毒爪の狙いは、私だった。到底避けられないと思ったが、スレイマン殿下が駆けつけてくれて、身を挺して私をかばってくれたんだ。そのおかげで私は無事だったが、殿下は深い怪我を負ってしまった……」

　鷹揚な口ぶりとは裏腹にライハーンの表情は固く、スレイマンもまた深刻そうな顔つきで唇を引き結んでいる。

　シファーが窺うように視線を向けると、ラピスラズリの瞳は、応えるように細められた。見る者をほっとさせるような、優しげな笑みが口元に浮かんでいた。

　初めて会ったときの印象のままの穏やかさに、シファーの鼓動が少しだけ早まる。

　その傍らで、ライハーンが低い声で話を続ける。

「それでも、竜を倒したことには違いない。先触れを出し、私たちも急いで王都へと引き返した。殿下の怪我を、一刻も早く『宝石姫』の涙で癒す必要があったからだ」

　そこで言葉を切り、横に立つスレイマンをちらりと見る。

　目を合わせて「私のせいで怪我を負わせ、本当に申し訳ないことを」と苦しげな表情で告げてから、シファーに向き直った。

「王都まであともう少しというところで、殿下に異変があった。あの最後の一撃には、毒だけではなく、竜の呪いが込められていたらしい」

　少しの間、ライハーンは沈黙した。

　余計な口を挟まぬように耳を傾けていたシファーは、慎重に言葉を選びながら尋ねた。

「竜の討伐は成功した、と兄様は仰います。ですが、あの晩、夜空を旋回する竜の姿を、多くの者が目撃しました。あの竜はいったい、どこから来て、どこへ消えたのですか」

　ライハーンは顔を上げてシファーの目をまっすぐに見据えて、答えた。

「それこそが、竜の呪いだ。私の代わりに怪我を負った殿下は、呪いをも受けてしまった。その身が、倒したはずの毒竜アジ・ザイリタに変化するという。忌まわしい、呪いだ」

「つまり……」

　確認をしようとして、シファーは言葉に詰まる。

　答えたのは、スレイマン本人だった。

「あの晩、塔を襲撃した竜は俺なんだ」

　ほんのわずかでも、その可能性を考えなかったといえば、嘘になる。

　話の流れから半ば予期をしていただけに、シファーは激しい驚きを露にすることはなかった。

　スレイマンもまた、覚悟はしていたというように、落ち着いた様子だった。ライハーンだけは、やるせなさが込み上げてきたようにため息をつき、顔を歪めていた。

「怪我にうなされる殿下の苦しみ方は、尋常ではなかった。そのうちに、意識に竜の邪悪さが滲み出てきたと。『完全に竜になる前に殺してくれ』と言われたが、恩人に刃を突き立てるなど、できるはずがない。私が決断できぬうちに、その身が竜へと変わり始めたので、とっさに言ったんだ。『宝石姫の涙なら、効果があるかもしれない。涙の塔を目指してくれ』と。あの竜を塔へ向かわせたのは、私だ」

　痛ましい様子に、シファーは胸を手でおさえて言い募る。

「兄様、後悔なさらないで。何も間違えていません。そのおかげで、私は涙を思い出し、スレイマン様はいま、ひとのお姿を取り戻したのではありませんか」

「それはそうなんだが、なんというか……」

　ライハーンの返答は、歯切れが悪い。

　嫌な可能性に思い当たり、シファーはスレイマンへと顔を向けると、しっかりとした口ぶりで確認をした。

「まさか、呪いはまだ、完全に解けてはいないのですか……？」

　スレイマンは、シファーを見つめて頷いた。

「どうやら、そうらしい。あのとき俺は姫の涙でだいぶ回復したように感じたのだが、まだ意識の上澄みに竜の邪念が凝っているのがわかる。ときどき、竜にこの体を支配されそうになる」

　涙、とスレイマンははっきりと口にした。

　その語気の強さに、シファーはほんの少しの違和感を覚える。

（何か、意味があるのかしら？　……あっ！）

　すぐに、気づいてしまった。

　スレイマンは、あのとき「涙」以外の体液をも口にしたことを、ライハーンに対して伏せたのかもしれない。

　肌に牙を突き立てられることこそなかったが、血以外のあらゆるものを、口にされたのだ。

　思い出した瞬間、シファーは頬に血が上ってくるのを感じた。

　裸に剥かれて、唇を貪られ、指と舌で感じやすいところをさんざん苛め抜かれた。

　胸を揉みしだかれ、快感を知らない花芽をいたぶるように舐めしゃぶられて、蜜口の奥まで肉厚な舌でこじ開けられたのだ。

　そこから溢れ出す蜜が甘いのだと、淫靡に笑いながら……。

「竜に支配されてしまうと、もしかして、殿下はひとが変わったように、なります？　その、あのときのように」

　生々しく記憶がよみがえってきて、足の付根の奥にじんとした甘い痺れが走る。そこがはっきりと濡れる感覚があって、シファーは思わずひざ掛けを手にして胸元まで引き上げた。

　その動きだけで、何を想像したのか、スレイマンには伝わってしまったに違いない。

「姫、あのときは……。竜と意識が混じり合っていて、俺はあなたにひどいことを」

　辛そうな顔で、うなだれるスレイマン。

　顔を真っ赤に染め、黙り込むシファー。

　二人の様子を交互に見たライハーンは「ああ」と、得心したように頷く。

「塔の崩壊に巻き込まれたにしては、姫の服の損傷がやや不自然であったと。やっぱり、そういうことか」

「兄様……！　憶測でものを言うのはおよしください！　そういうことって、なんですか」

　シファーは、余計なことを言われまいと必死に兄の暴走を止めようとする。

　涼しい顔で言い切ったライハーンは、黙り込んでいるスレイマンに視線を流して「食べましたか」と尋ねた。

「食べる……。この場合、どう言うのが良いんだろう。最後まで食べてはいないが、手を出したかどうかで言えば、出している」

「スレイマン様っ」

　そこは隠さないのですかと、焦ったシファーは叫んだ。

　あはは、とライハーンが軽やかな笑い声を立てた。

「我が妹姫は、英雄のお口に合いましたか」

「美味だった」

　あああ、と声にならない悲鳴を上げながら、シファーはひざ掛けを握りしめる。

　スレイマンは、申し訳無さそうな視線をシファーに向けつつも、きっぱりと言った。

「嘘はつけない」

　正直者だった。

　シファーは言葉もなく、布を頭まで被って顔を隠した。

　そうかそうかと、ライハーンはひとしきり笑ってはいたものの、やがて咳払いをして空気を変えると、打って変わった真面目な口ぶりで言った。

「『ひとが変わる』というのは、笑い事じゃなくてね。竜の呪いは強烈だ。姫が倒れている間にも、何度か危ない兆候はあった。どうか、今すぐにでも涙石でスレイマン殿下を助けて欲しい。シファー、泣けるか……？」

　シファーは顔の前から布を取り払い、深刻そうな表情をした兄を見上げた。

「兄様、わたくしにとってもこの国にとっても、スレイマン様は尊き恩人です。できる限りのことは致します。……ただ、今すぐにこの場で泣くというのは」

　言葉尻を濁して、シファーは口をつぐんだ。

（泣く……のは、あのときは意識をしてのことではなく。それに、効いたのが涙だけとも限らないですし……）

　あの夜の竜は、涙よりもむしろ、シファーの体液そのものに関心を寄せていた。

　それが、竜が欲した結果なのか、それともスレイマンが解呪のためにその効力に気づいて求めていたのかまでは、いまのシファーにはわからないが、この場で試してみても良いと、覚悟を決めている。

　相手が、他の誰でもなく、スレイマンだから。

（兄様は「涙」以外の効力に気づいていない……みたいなので、ここはスレイマン様のお気遣いをありがたく受取り、まだ秘密にしておきたいところ）

　体液の授受を見られるわけにはいかないと、シファーはさりげなく提案をする。

「はしたない申し出と兄様はお思いになることでしょうけど、一度スレイマン様と二人にして頂くことはできますでしょうか。その……、実はあのとき自分がどうして泣けたか、はっきりとわかっていないのです。なるべくひとがいない場で……」

　シファーが、嘘をつかない範囲で慎重に申し出ると、ライハーンは即座に「わかった」と答えた。

「そのつもりで、殿下とここに来た。殿下は大恩人だが、お前の涙石も稀少価値のあるものだ。殿下の呪いはいま、他の者には伏せている。外見上、怪我も病気もしていない殿下に涙石を融通すれば、他の者は何か理由があるのかと不審に思うはずだ。できるだけ、ひと目につかないように涙石を殿下に受け取ってもらうには、二人でやりとりしてもらうのが一番効率が良い。私は、その間この部屋に誰も近づかぬよう、見張っているから」

　言うだけ言うと、ライハーンは速やかに立ち上がって、身を翻す。

　予想以上の話の通りの良さに、シファーは驚いてライハーンの背を目で追いかけた。

「本当に、よろしいのですか、兄様」

　すると、振り返ったライハーンは、ぱっと顔を輝かせて「もちろん」と答えた。

「できるだけ時間を稼ぐから、殿下の呪いをどうにかして欲しい。頼んだよ、宝石姫」





＊　＊　＊






　二人、部屋に取り残される。

　ゆったりと座ったシファーと違い、スレイマンは距離を置いて直立したまま。

　袖や襟に精緻な刺繍の施された藍色のカフタンを身に着け、腰には短剣ジャンビーヤを佩いた堂々たる戦士の身なりをしており、表情は落ち着いている。

（目の輝きも……、今は曇りがなく、綺麗）

　シファーは、彼のすっきりとした端正な目元を見上げて、口上を述べた。

「殿下、まずはこのたびの討伐の成功、おめでとうございます。呪いの件については、詳しく教えてくださってありがとうございます。わたくしとしましては、この身に備わった力でお役に立てるのであればもちろん、何をおいても協力したいと願っているのですが」

　スレイマンは青い目を瞬くことなくシファーを見据え、「ですが？」と穏やかに聞き返してきた。

　その澄んだ瞳の優しさにどきりとしながら、シファーはひといきに告げる。

「殿下はさきほど、兄様の前であえて『涙』を強調されましたか？」

　問いかけの意味を正確に察したようで、スレイマンは大きく頷いた。

　やはり、とシファーは深く息を吐き出しながら「ありがとうございます」と告げる。

「わたくしは、ここのところ、長い間涙を流すことができないでしました。それが、涙以外にも効力があると広まってしまいますと……」

　言い淀み、口をつぐむ。

　ただでさえ、涙が宝石になるという奇跡により、塔に閉じ込められた「宝石姫」なのだ。

（実は、宝石には変化をしない体液そのものにも、効力があると知られたら。次は誰に何を求められるのか）

　ぞくりと本能的な怯えから背筋に震えが走り、シファーは己の体を両腕で抱きしめた。

　しかし、その恐れをスレイマンには気取られたくなくて、無理やりに笑みを浮かべてみせる。

「さすが、竜ですね。いままで誰も考えもしなかったことを、見抜いてしまうなんて」

　シファーを見下ろしていたスレイマンは、目を細めて「あのときは」と重い口を開いた。

「とにかく、喉が乾いていて、飢えていた。姫を目にしたら、止まらなくなった。あれは竜がさせたことなのか、それとも俺自身があなたに抱いた欲望のせいなのか」

「殿下が、わたくしに？」

　きょとんとして、シファーは聞き返してしまう。

　スレイマンは、その場に片膝をついて、シファーと目の高さを揃えて言った。

「初めて話したあのときから、あなたに惹かれていた……。竜の呪いを受け、死を覚悟しながらあなたの元へと舞い戻ったのは、呪いのためではなく、最後にひとめ会いたかったからなのかもしれない。それなのに、塔に激突して破壊して、あなたを危険にさらしてしまった」

　熱っぽいまなざしに見つめられ、落ち着かない気分になりながら、シファーは頷いた。

「そ、そうですね。そういえば、塔を壊しましたね、竜が」

「本当に面目ない。誰にも怪我がなくて良かった。本当に、良かった……」

　しみじみと言いながら、シファーの手を取り、唇を寄せる。

　その柔らかな唇の感触に陶然としかけたシファーであるが、そんな場合ではないと思い出した。

「早速ですが、殿下。わたくしの体液を受け取ってくださいませんか」

　ぐふ、と変な息をもらしながら、スレイマンが横を向いた。

　その清廉そうに引き締まって端正な横顔を見つめつつ、シファーは「笑い事ではありませんよ」ときっぱりと言う。

「殿下の呪いを解くことができるのなら、わたくし、この身に流れる血のすべてを差し上げて、まったく構いません」

「姫、どうか落ち着いてください。もっとご自身を大切に。姫の力を頼ろうとしている俺が言っても、説得力はないですが」

　シファーの手をとらえたまま、スレイマンは真摯なまなざしでシファーを見つめて、実に謙虚なことを口にした。

（この方は、本当に、呪いを解くつもりはおありなのでしょうか？）

　他人事ながら心配になってきて、シファーはなおさら熱を込めて言い返す。

「わたくしはこの力で、傷ついた方をお救いするべく生かされているのです。目の前に死に瀕した方がいれば、この身に刃を突き立て、血を捧げるでしょう」

「血はいりません。血以外でお願いしたい」

　誠実そうな目で見つめられ、竜に意識を奪われていない正常な状態のスレイマンに対し、「血を飲め」はあまりにも野蛮だと、シファーはようやく思い至った。

「気が急いて、無体なことを申し上げました。私は『宝石姫』です。泣きます」

　そもそも、ひとの体液を飲むというのは、まずもって抵抗があって然るべき事。

（宝石……宝石だから、みなさん口に含むことができるんですよね。泣きましょう。たくさん泣いて……泣いて）

　目を見開いて、瞬きをしないでみる。悲しいことを、思い浮かべてみる。

　とにかく、いままで泣くために試した、ありとあらゆる方法を思い出そうとするが、焦れば焦るほど、泣けない。その事実に愕然としながら、シファーはスレイマンに必死の顔で「少し時間をください」と懇願した。

「待ってくださいね。泣きます。泣きますから」

「無理しなくても良い」

　労るようにスレイマンに言われて、シファーはさらに焦った。

　このままではスレイマンは、本来の目的を諦めて、シファーの体から体液を搾り取らずにこの場を去ると言い出す恐れまである。

「やっぱり、血を！　血なら刃を突き立てれば勝手に出てきますので！」

　シファーは身を乗り出して、叫ぶ。

　スレイマンは目を瞬いてから、困ったように微笑んだ。

「姫を傷つけたくはありません。それこそ、涙にもいろいろあるので、時間があれば姫とゆっくり語らって、心の底から笑って頂くという方法もあるのかもしれませんが……。ライハーン殿下がどのくらい時間を確保してくれぬかわからぬ以上、あなたから、いまこの場で頂けるものを頂くしかない」

　そっと片腕を伸ばして、シファーの頬に大きな手のひらをあてる。

　シファーは小さく息を呑んだ。スレイマンは指で唇の柔らかさをたしかめるようになぞり、目を細めた。

「ここから頂きます。姫、目を瞑って……」

　話しかけられている内容はわかるのだが、シファーはひたすら焦りを覚えていて、それどころではない。

（口づけをするという意味ですよね？　スレイマン様が、わたくしに）

　崩れた塔の上階で唇を重ねた夜を思い出し、体に緊張が走る。

　舐め上げられた唇、口の中を動き回る舌の熱さ。

　あのときは、息苦しくて逃れようとしても圧倒的な力で押さえつけられ、翻弄され続けた。

「……姫？」

　探るように尋ねられて、シファーは「すみません！」と勢いよく言った。

「大丈夫です、大丈夫。目を瞑りますので、必要なだけどうぞ！」

　ばちっと強く目を閉ざす。

　ひそやかな衣擦れの音がして、ふふ、とスレイマンの笑う気配があった。

「ありがとうございます。愛しい姫」

　片手で顎を持ち上げられ、もう片方の手で背中を支えられる。

　耳の近くで「あなたのことが、好きです」と低い声で囁かれた。それからすぐに、シファーの唇はスレイマンの大きな唇に塞がれた。

（ああ、熱い……）

　体の奥が甘く痺れて、自然と唇が開き、深く受け入れようとする。

　スレイマンの舌はゆるゆるとシファーの唇をなぞっていたが、その動きは大胆なものとなり、口の中まで分け入ってきた。

　くちゅ、ちゅぶ、といやらしい水音が響く。

　肉厚でぬめる舌は、シファーの小さな口の中を自由に動き回る。頬の内側を舐められて、唾液を啜り上げられた。

　くた、とシファーの体から力が抜けた。

　スレイマンは唇を貪り続けたまま、シファーをさらに抱き寄せて、もう片方の手で後頭部を持ち上げた。

「は……、ふ……んんっ」

　息苦しさに、悩ましげな喘ぎが漏れる。それすらも、角度を変えて唇を覆う口により押さえ込まれてしまう。ひたすらに舌で舌を絡め取られて、息をつくのも難しい。

（苦しいのに……、気持ち良い……）

　あの夜は、この激しさで乳首も嬲られて、噛みつかれて、吸われたのだ。

　体がその感触を思い出すと同時に、胸が張り、足の付け根の奥からじわりと蜜が染み出してきた。

　ちゅ、と卑猥な音を響かせて舌が離れたときには、シファーは頬を上気させ、目を潤ませていた。呼吸は乱れに乱れ、はーっ、はーっと胸が激しく上下する。

　スレイマンは、冷静そのものの目でシファーの痴態を眺めていたが、不意に薄く笑った。

「その清純そうな顔で乱れる様子が、堪らないな。もっとひどくして、喉が嗄れるまで啼かせてみたくなる」

　声は耳を蕩かすほどに甘いのに、背筋がぞくぞくするような怖いことを言っている。

（竜……？　それとも、これもスレイマン様？）

　シファーは濡れた唇を開いて、かすれ声で抗議した。

「意地悪……」

「ああ……そうだね。もう少しで自分を止められなくなるところだった。すまない、姫。苦しくなかったかな？」

　スレイマンはシファーを離そうとしたが、力の抜けきったシファーはぐったりとスレイマンの胸に寄りかかることしかできなかった。

　気づいたスレイマンが、シファーの背を優しく撫でながら、吐息をもらして呟いた。

「病み上がりも同然だったな。あなたは奇跡の力を持っているが、体力の減り方が尋常ではない。命を削っていないか心配になる」

　下心など一切なさそうな心配そのものの口ぶりで言われ、気遣わしげな目で見られたが、シファーとしては「それは考え過ぎです」というのが正直なところ。

（スレイマン様と比べたら、体力がないだけです……っ。それより、こんな風に肉体へ淫らな刺激を受けたことが、これまで生きてきた中ではないので……）

　触れ合ったのは唇だけなのに、すでに胸が痛いほどに張り、太腿の内側まで蜜が垂れてきている。

　それが快楽に反応したせいだと、知識に乏しいシファーでもおぼろげに悟っていたが、恥ずかしいことこの上ない。

　絶対にスレイマンに気づかれたくないと、足をきゅっと閉じて尋ねる。

「呪いには、効きましたでしょうか？　わたくしの……」

　体液、と皆まで言えずに濁して尋ねる。

「すごく、気分が良くなった。頭の中がスッキリしていて、体が軽い。まあその、元気になりすぎたとも言うが」

「いけないことなんですか？」

　含むところのある物言いに、シファーは無垢そのものに聞き返す。

　スレイマンは咳払いをして「いや」と短く答えると、シファーの体を長椅子の上の座布団クッションへと横たえた。青年らしく美しく整った顔を見つめていたシファーは、ふとその瞳の色合いに胸騒ぎを覚えた。

（いま、目の色が、違ったような……？）

　ラピスラズリの瞳が、紗がかかったように、曇って見えたのだ。

　ほのかな恐怖と暗い予感に襲われ、シファーは体をこわばらせる。

　立ち上がりかけていたスレイマンは、思い直したように長椅子に腰を落ち着け、そのままシファーに覆いかぶさってきた。

　舌で強引に唇を割り開かれ、奥までねじ込まれる。

　両手で、胸をきつく揉み絞られる。

「んぅ……っ」

　はあ、はあ、と二人分の荒い息遣いが室内に響いた。

（痛いのに、気持ち良い……っ。さっきより、ずっと乱暴なのに）

　シファーがスレイマンの舌につたない舌の動きで応えている間に、スレイマンの手がカフタンの裾をまくりあげて、下穿きの上から太腿を撫でた。

「んんっ、だめ……っ」

　口を離してシファーは悲鳴を上げるも、足に力が入らない。

　五指で簡単に掴まれる細い腿は、なすすべもなく強い力でぐいっと開かれてしまう。

　無防備な秘処を布の上から指でまさぐられると、くちゃくちゃと濡れた音がして、シファーはカッと頬を染めた。

「姫。どうしてこんなに濡れているんだ？　口づけだけで濡らしていたのか？　体から強烈な甘い匂いがしている。雄を猛らせる、雌の匂いだ」

　言葉で嬲られて、シファーはいやいやと首を振る。今更ながらに足を閉じようとするも、すでにそこにはスレイマンの体があって、両膝で挟み込むだけになった。

「意地悪だめです……っ、おねがいっ」

　指が割れ目をなぞる。濡れそぼった布越しに花芽を見つけると、ぐりぐりと弄り、指で挟み込む動きをする。強い刺激に、シファーは腰をくねらせて喘いだ。

「いや……っ。だめです……っ」

　悶えながら、シファーは背をしならせ、喉をそらした。

「純潔の乙女とも思えぬ乱れ方だ。そんなに欲しがられては、やめられなくなる」

　布の上から蜜口を指でなぞられて、シファーは嬌声を上げた。

「いやぁ……っ、強くしないで……っ」

「強くして、の間違いだな？　どんどん溢れてくる。もう、これでは物足りないんだろう」

　ぐ、ぐ、と濡れた布ごと半ば無理やりに指先を押し込まれて、シファーはびくびくと体を震わせた。

（物足りないだなんて）

　そんなことはない、と言いたい。だけど、気づいてしまっている。奥の方が、ひどくもどかしく疼きだしていることに。

「ほら、姫。正直に言うように。それとも、手を縛り上げられないと素直になれないのか？」

「んんっ……」

　髪紐で拘束され、自由を奪われたときを思い出して、じわ、とさらに蜜が滲み出てくる。

　シファーは乱れた息を漏らした。同時に、今は縛られてなどおらず、手が空いていることに気づく。

（拒まなければ。これは、スレイマン様ではなく、竜……）

　だが、いざ両手を差し伸べると、何をするでもなくスレイマンの頭にすがりつくように掻き抱いてしまっただけだった。

「可愛いな。甘えているみたいで、実に良い……身も心もぐずぐずに溶けるまで甘やかしてやりたい。愛しい姫……」

　シファーの腕の中でスレイマンは笑い声を上げ、そのまま柔らかな胸に顔を埋めてきた。

（あっ……、わたくしのほうが、甘えられているみたい……）

　きゅっと、思わず腕に力を込めて、スレイマンを抱きしめてしまう。胸がどきどきと高鳴っていた。

　初めて言葉を交わしたときから、惹かれていたと。

　そう言ったのは、竜なのか彼なのか。

　睦言のような告白が耳によみがえり、いままさに彼の手によって散々に苛め抜かれている秘所から、愛液がとろりと染み出す。

　シファーはもう、快楽に従順になり、無意識のまま腰を揺すってスレイマンの硬い指にそこを擦り付けていた。

「スレイマンさま……、手が、気持ち良い……です。もっと……」

　理性が飛んで、はしたなくねだってしまう。そのシファーに応えるように、スレイマンの手は濡れた布をかきわけて、濡れそぼった蜜口にたどりつくと、指を押し込んできた。

「きゃあああっ」

　隘路を強引に開かれる衝撃に、蜜にまみれた襞がわななき、硬い指を強く食い締める。

「くっ。狭すぎる。こんなところに俺のを挿れたら、壊してしまいそうだ」

　荒々しく息を乱しながら、スレイマンは水音が響くほど激しく指を抜き差しした。

　興奮に突き動かされたように、もう一方の手で胸を鷲掴みにしてくる。尖った乳首を苛めつつ、反対の胸に顔を近づけると、布の上から硬く凝った乳首を口に含んで、吸い上げた。

　強すぎる快感に、シファーは叫びながら、強く目を瞑る。

「スレイマン、さま……！」

「その声、堪らないな。もっと啼け。ああ、全部喰ってしまいたい……！　足を開け！」

　命じられた声に呼応するように、シファーの全身が張り詰める。指で弄られている蜜口が痙攣し、シファーは腰をびくびくと何度も震わせた。

　快感は背筋を抜けて足の先まで伝わり、裸足の指がぴんと張り詰める。

　頭の中が、真っ白になった。

「……はぁっ、……はぁっ……」

　シファーは目を瞑ったまま何度も深く息を吸い、吐き出した。

（ひどくされているのに……。すごく……、気持ち良い）

　ぐったりとしながら、ふと自分が泣いていることに気づく。

　重くだるい手を上げて、指で拭うと、涙が虹色の結晶となり、手のひらで輝きを放った。

　その手を無言でスレイマンに差し出せば、スレイマンは口を近づけて、舌の先で宝石を舐め取り、口に含んだ。

　ややして、スレイマンは深い息を吐き出し、がっくりと頭こうべを垂れた。

「すまない、姫。油断した隙に、竜の意識に負けた……」

　無意識のようにシファーの唇に唇を重ねてから、シファーを抱きしめてくる。

「お役に立てたのなら良いのです。……足りていますか？」

　シファーはスレイマンの肩に顔を寄せながら、心の底から心配になり、尋ねた。

　顔を上げたスレイマンは、苦笑を浮かべてシファーを見下ろす。

「正直に言えば、あれでも足りていない」

「竜の呪いを、鎮める力が、ですか？」

「そうだな……。竜も俺も。姫が欲しくて堪らない。あなたがこの国の大切な『宝石姫』だとわかっているのに、望まずにはいられない」

　優しいまなざしをしているのに、濃い青い瞳の奥に底知れぬ炎が見える。

（竜ではなく、スレイマンさまが、わたくしを……？）

　奇跡の力を持つ「宝石姫」として王宮に縛られ、純潔を守り抜くことを運命づけられた自分を、ひとりの女性として求めてくれるという意味だろうか？

　視線が絡む。

　体の奥底で、欲望が熾火のように燻る暗い気配を感じる。

　シファーは目を逸らさぬまま、スレイマンの手に手を重ねた。言葉もなく、スレイマンがシファーの手を握り返す。

　そのとき、遠くから物音が近づいてきた。

　シファーは乱れた衣服を隠すように、ひざ掛けを胸元にのせた。スレイマンは、素早く立ち上がった。

　ほとんど間を置かずして、ライハーンが、ぼやきながら室内に足を踏み入れてくる。

「わかっていたことだけど、王宮内のあちこちで『宝石姫』の力が健在なら、涙石を融通して欲しいって騒ぎが起きている。薬効はもとより、奇跡の力を体内に取り込めば、不老不死になるだなんて信じている者も多いから。少しでも目を離すと、誰がこの部屋に忍び込むかわかったものじゃない。警備は厳重にしているけど、心配だなぁ」

　矢継ぎ早に話しながら、長椅子まで近づいてくる。横たわっているシファーと、立っているスレイマンを交互に見て、笑顔で言った。

「涙石の授受はうまくいきましたか？　竜の呪いは……」

　スレイマンは落ち着いた様子で、頷いた。

「だいぶ良くなったと言いたいところだが、完全に呪いが解けることはないようだ。この上は、竜の望みを心ゆくまで叶えるふりをして、隙を作らせて打ち負かすしかないかもしれないと、考えないわけではないが」

「竜の、望み？」

　確認するように問い返したライハーンは、スレイマンがその先に何を言うか、思い当たっているかのような表情をしていた。スレイマンは、なにひとつ隠すことのない態度で告げた。

「竜は姫を欲している。そして俺も、竜と同じ欲望を抱いている。此度の竜討伐で、恩賞を望めるのなら俺は『宝石姫』を望む。故国で王位を望んだことはなく、自分の望みすら知らずに剣の腕を磨くことだけを考えて生きてきたが、俺はここで譲れぬものを知った」

　ライハーンは、徐々に顔に笑みを広げて、頷いた。

「そうなると、思っていた」

　そして、決然とした様子で「私は殿下に報いたいし、姫の願いも叶えたい」と続けた。







４ 宝石姫を巡る争い








「姫様、ライハーン様からお菓子が届いておりますよ。甘いものを召し上がって、体を労るようにと文もついております」

　翌日、シファーが気だるい体をなんとか起こして部屋で過ごしていると、侍女のニルミーンがいそいそと籠を運んできた。

　中には、こんもりと焼き菓子が盛られている。

　幾層にも積み重なったパリパリのパイに、砕いたナッツをはさみこんで蜜で仕上げたバクラヴァ。バニラで香り付けをした、溶かしバターのクッキー。油で揚げた生地に蜜を絡めた麺パ麭ン。どれもこれも、見ただけで口の中が甘くなってくる。

　添えられた紙に書かれた文字は、たしかにライハーンの字。

　シファーはほっと目元を和ませた。

「お茶にしましょう。わたくしだけで全部は食べ切れないから、皆で頂きましょうね」

　甘いお菓子は好物だが、一度に食べられるのはひとつかふたつ。これはもちろん、身の回りに詰めている侍女の分もある、とシファーは自然に考えてふるまう。

　部屋の中にはニルミーンを含めて三人の侍女がいたが、楽しげに話しながら準備を始めた。その様子を見るとはなしに眺め、シファーは立ち上がって窓際へと向かう。

「姫様、お毒見いたしますよ」

　背後から声をかけられて、シファーは「お願い」と返事をした。主に贈られたものを、周りの者が先に口にするのは決して不敬ではなく、必要な対応のひとつだった。

　シファーの動きに沿って、衣装に縫い付けられた宝石と、銀環を重ねた足環が涼しい音を響かせる。

　この部屋は、幼少時に過ごした後宮ではなく、ライハーンの生活区域のそばにあるという。「涙の塔」が失われた以上、なるべくライハーンの目の届くところに、という計らいである。

　警備の兼ね合いもあり、「宝石姫」シファーには王宮内とて出歩く自由はないが、部屋が変わったことで、気持ちにもずいぶん変化があった。

　広くはないものの、壁を飾るタイルや、色硝子の嵌め込まれた天井の意匠まで非常に洗練されていて、見応えがある。塔にいた頃は、模様替えをする発想もなかったシファーにとっては、新鮮な眺めであった。

　室内には、珍しく甘い麝香のような香りが漂っていた。シファーにはあまり馴染みのないものであったが、気分転換に侍女の誰かが選んで香炉で焚いているのだろう。

　別段深く考えずにその香りを吸い込み、窓辺に立つ。

　金の格子の嵌った窓は、外の世界とシファーを隔てる役割と同時に、外敵から「宝石姫」を守るものだ。陽光は、不透明な厚い硝子を透過して明るく注いでいるが、庭の風景は草木の影が確認できる程度。

　シファーは格子の影を見つめながら、小さく溜息をついた。

（この先何かのきっかけで、この体から癒しの力が無くなってしまえば、スレイマン様にかかった竜の呪いを解くお役には立てないわ。どうにかして力のあるうちに、あの方の精神を侵す竜と対峙する機会を得なくては……）

　竜を表層に引きずり出し、なるべく長い時間、毒をも浄化する体液を味わわせるのだ。その手段が、まったく思いつかないわけではない。

　──その清純そうな顔で乱れる様子が、堪らないな。もっとひどくして、喉が嗄れるまで啼かせてみたくなる。

　思い出した瞬間に、ぞくりと悪寒が走る。

（方法は、ある。奇跡の力を失う危険性があるとはいえ、その機会にすべてを賭けて）

　竜は、シファーの体に執着している。その体液に呪いを解き自分を浄化させる力があると知りながらも、スレイマンの体を奪って、シファーを喰らおうとしているのだ。

　ならば、喰らわせてしまえば良い。

　気持ちは固まっている。

　その機会は、おそらく破瓜の一度きり。竜の呪いが解ける前にシファーの体から奇跡が消え失せてしまえば、スレイマンを救い出す方法が何もなくなってしまう。失敗は許されない。

　シファーはため息をついた。

　ふと、室内が妙に静かだと気づいて、肩越しに振り返る。

「お茶の用意は……」

　その瞬間、くらっと立ちくらみがして、その場に膝をついた。視界がぐるぐると回り、呼吸をするだけで吐き気が込み上げてくる。

（気持ち悪い……）

　なんとか顔を上げて、侍女の姿を探すと、折り重なるようにして倒れているのが目に入った。豪奢な幾何学模様の絨毯の上には、焼き菓子の籠が転がっている。

「……っ……」

　シファーは窓際の壁にもたれかかり、唾を飲み込む。

（毒……、いいえ、わたくしが口にすることを考えれば、命まではとらない薬のはず。兄様の文が偽造だったか、お菓子の方をどこかですり替えられたか……）

　手足のしびれと気持ち悪さは、慣れぬ香のせいかもしれない。

　何者かが、早速「宝石姫」獲得に向けて行動を開始したのだ。

　耐えきれずに目を瞑ったところで、ドアの開く音がした。

〈『宝石姫』は銀の髪の乙女だ。他に用はない〉

　体の自由はきかなかったが、意識はある。聞いたことがない男の声だ、ということはわかった。

　そして、砂漠の国サーイグの言葉でもない。それは、スレイマンの国の言葉であった。

（どういうこと……？　わからないけれど、ここまでの侵入を許したのなら、いま抗ってもわたくしの力では逃げ切れない）

　とっさに、シファーは意識を失ったふりをして、侵入者たちの会話に耳をそばだてた。

〈怪我人に与えられた『涙石』の効力は、噂以上のものがあったな。殺してしまうのはやはり惜しい〉

（殺す、ですって……!?）

　動揺を表情に出さぬよう、ぐっと奥歯を噛みしめる。

　目を瞑っていても、すぐ前にひとが立ったのは気配でわかった。

　視線が、薄布ヴェールで隠していない肌を這うのを感じる。ドキドキと心臓が鳴ってしまい、ひたすら気づかれませんようにと念じ続ける中、品定めするかのような話し声が耳に届く。

〈……これが姫君か。なるほど美しい。しかし奇跡の力を持つ女は、処女喪失により力を失うこともあるとか。極上の女を前にして、手を出せないとはな。味見くらいは〉

〈今はまだやめておけ。協力者殿が『宝石姫』をご所望なのだ。力を失った姫君を引き渡しても、契約不履行だと騒がれるだけだ〉

　聞き間違いでなければ、協力者がご所望、と言った。シファーはおぼろげながらも、男たちの背後が見えたように思った。

（この方々は、スレイマン殿下とともに我が国に入った隣国ガンナームの戦士たち。でも、わたくしの身柄は「協力者」に引き渡すと。だとすれば、これは殿下のご指示ではないのでは……）

　そもそもスレイマンは、真っ向からシファーの身柄を願い出ているのだ。交渉が難航したとしても、今の段階でこんな強硬手段に出るとは考えにくい。

　顔に影が落ちてきて、男の息遣いが迫ってくる。

　ぱちっとシファーは目を見開いた。

　間近に迫っていた口ひげを生やした男を睨みつけて、あえて自分の国の言葉で告げた。

「無礼者」

　その背後にも男が二人。服装の雰囲気から、やはり隣国の者らしいと見当をつける。

　男たちは、強気に振る舞うシファーをまじまじと見て、笑い声を弾けさせた。

〈しびれ薬が効かないのは、奇跡の力があるからなのか？　気の強いお姫様だ〉

「何を笑っているの？」

　男たちが口にする内容は、全部ではないにしても、理解できている。

　しかし、シファーが理解できないと思っているからこそ、油断して話しているに違いない。

（このまま、聞き出せるだけ聞き出したい……！　何が狙いなの？　「宝石姫」の力？　それとも何か、別のもの？）

　しびれ薬なるものが、まったく効いていないわけではない。

　手足はろくに動かせなかったし、気持ち悪さは依然としてある。

　それでも、シファーは翠の瞳でしっかりと男たちの動きを追いかけていた。

〈俺ァ、殺さないまでもさっさとこの女を犯して、力を失わせるならそうした方が良いと思うけどなァ〉

　離れた位置で腕を組んでシファーを眺めていたひとりの男が、冗談とも思えぬ口ぶりでそう言った。

　その横にいたいまひとりが〈よせ〉とたしなめるも、男は止まらずに、話を続けた。

〈殿下は竜の呪いを受けている。行方不明になったあの晩、竜化したのは間違いない。だが、どうも「宝石姫」の力で抑制に成功したらしい……ということだが〉

　別のひとりが、その言葉を引き継ぐように続けた。

〈このまま姫の力を奪ってしまえば、殿下は竜となり、王宮を壊滅させ、この国を荒らし回るだろう。ダウワース様は、それをお望みなのだ。スレイマン様が戻らなければダウワース様の即位は確実。であれば、もはや協力者の顔を立てる必要もない。姫はここで、スレイマン様ともども潰してしまった方が確実なのではないか？〉

　異国の言葉であるが、シファーはこのとき気持ちの悪さも怒りも恐怖もすべて忘れて、全神経を集中させて聞き取った。

（この者たちは、スレイマン様が呪いを受けたことを知っていて、利用しようとしている……!?　ダウワース様というのは、隣国の王太子殿下ではなかったかしら。勇者の誉高く高潔な第二王子の弟君を、陰謀によって廃するおつもりで……。しかも、我が国に甚大な被害をもたらすことまでも！）

　スレイマンは、いままさに身内の謀略によって、陥れられようとしているのだ。知ってしまった以上、シファーはこの件を伝えるまでは、殺されるわけにはいかない。

　緊張しながら男たちを見ていると、一番近い位置にいた男が肩をそびやかした。

〈ひとまず、話はここを出てからだ。姫君を人質にすれば、この国の連中は俺たちに刃を向けることができない。脱出には無傷の姫が不可欠だ〉

　そこまで言って、青ざめたまま固まっているシファーへと顔を向ける。

　にやり、と目を細めて下卑た口調で告げてきた。

〈あとでたっぷりと泣いてもらうぜ、「宝石姫」。女を泣かせる方法は色々とあるんだ。楽しみにしているんだな〉

　身の毛もよだつおぞましさに、シファーは唇を噛みしめる。

　そのとき、遠くから慌ただしい気配とともに、いくつもの足音が近づいてくるのが聞こえた。





＊　＊　＊






「何やらスレイマン殿下の手勢に、妙な動きがあると聞いて追ってきてみれば……。これはどういうことかな」

　姿を見せたのは、兵を引き連れたライハーンであった。

　シファーは、男のひとりに引きずり立たされて、首筋に刃をあてられている。「宝石姫」を盾にする意図は明白であった。そして、男はあろうことかシファーの耳元でとんでもないことを叫んだ。

「すべてスレイマン殿下の指示だ！　勲功を上げたのに報いることのないこの国から、『宝石姫』をさらって行くと！」

　はっきりと、兵たちに伝わる言葉で言われた内容に、シファーは大きく目を見開く。

（嘘よ……！　この方々に命令を下しているのは、ガンナームの兄王子であって、スレイマン様ではないわ！）

　しかし状況的に見ても、彼らと同国人で王子のスレイマンが疑われるのは、まず避けられない。男たちの会話を聞き取ったシファーが、ここで証言しないことには。

「兄様、騙されてはなりません！　彼らは嘘を言っています！」

　自分の身の安全も顧みず、シファーは声を張り上げる。途端、シファーを掴んでいた男が太い腕をその首にまわし、きつく締め上げた。

「……はっ……っ」

　凄まじい膂力に、骨が軋む。息ができない。

（まだあの方の呪いを、解いていないのに……！）

　首の骨を折られるか、呼吸を止められたせいでそのまま息絶えるか。死に指先がかかり、シファーの意識は少しの間真っ黒に塗りつぶされた。

　次に気づいたときには、自分を締め上げていた男の腕が緩み、凄まじい悲鳴が響き渡っていた。

「スレイマン殿下、ただ殺してはいけない。それでは殿下が、誘拐に失敗した部下の口封じをしたとみなされるだけだ」

　冷厳とした声は、ライハーンのもの。

「わかっている。腕を切り落としたのは自害防止もある。舌を噛み切る恐れもあるが、尋問に関してはあなたがたに一任する。俺は姫の誘拐など命じていない」

　ふらつくシファーの体を抱きとめたスレイマンが、ライハーンに淡々と応じていた。

「……っ」

　殿下、と声をかけようとした。

　しかし、喉を圧迫されていたせいか、声がまったく出ない。

　シファーはなんとか目を見開いて、自分を救い出してくれた相手を見た。

（お伝えしなければ。彼らを動かしていた相手を。殿下は罠に嵌められていて……、竜となり、この国を荒らし回ることを期待されていると……）

　スレイマンは痛ましいものを見るように眉を寄せ、「辛い目に合わせて申し訳ない」と低い声でシファーに謝罪をした。

　いいえ、とシファーは首を振ることで伝えるが、それ以上何も話すことができない。

「それにしても、姫の部屋まで賊の侵入を許してしまうとは……。これは一時的にでも、姫を私の部屋に迎える必要がありそうだね」

　周囲の兵たちに指示を飛ばしていたライハーンが、独り言のように呟く。

　それを聞いたスレイマンが、ほっと息を吐きだして同意を示した。

「姫の安全を一番に考えるなら、それが良さそうだ」







５ 解呪と純潔








　ライハーンの私室は、シファーに仮に与えられていた部屋とは打って変わって、草木の生い茂る内庭まで備えた広々とした空間であった。

　庭を覆うドーム型の高い天井には色硝子が嵌め込まれており、色とりどりの光が石造りの噴水や木陰の四阿に降り注いでいる。

　水の奏でる涼やかな音に、咲き誇る薔薇やアネモネの香り。

　緑なす木々の間からは、肺に染み渡る清涼な空気が立ち上っていた。

　室内もまた、壁から天井にかけて青と白を基調にした釉薬タイルで彩られた、目にも鮮やかな作りをしていた。床には精緻な花の紋様が織り込まれた豪勢な絨毯が敷かれ、四柱式の天蓋付きの寝台をはじめ、長椅子や低い卓など、調度品のすべてが品よく収まっている。

　奥には浴室に通じるドアもあった。

　シファーはライハーンの指示でその部屋に運ばれ、長椅子に体を横たえられた。「いまは無理をしないように」と言われたものの、黙ってなどいられるはずもない。

　すぐに跳ね起きて、書くものが欲しいと身振りで願い出た。

　そして、筆談を交えながらあの場で自分が聞き取ったことをライハーンへと伝えた。

　内容が竜化の呪いに触れた部分に関しては、ライハーンは部下の前で読み上げることなく、紙もすぐに破り捨てた。

　シファーは、「男たちは、自分が会話を理解しているとは気づかずに、宝石姫の処遇について話し合っていた。純潔を散らす相談を」と包み隠さずに書いて渡し、ライハーンは呆れた様子で大きく息を吐き出した。

「なるほど。つまり姫の力に目をつけた何者かと、ダウワース王太子殿下の陰謀だった、と。それはスレイマン殿下から聞いていた話とも一致する。『手勢の一部は王太子直属の配下で、何か目的があってついてきている。信用はできない』と。うん、わかったよ、ありがとう姫。あの状況で、よく冷静にそれだけの話を聞いていてくれた」

　部下の前ということもあり、ライハーンは危うくシファーの貞操が狙われた話も口にすることはなかった。

　シファーを労ってから、控えていた部下たちに素早くいくつもの指示を出す。

　やがて「しかし、危険では」と言い張る護衛たちに対し「スレイマン殿下の嫌疑は晴れているので、心配ない」と告げて人払いをした。

　後には、ライハーンとスレイマン、そしてシファーだけが残された。

　まだ昼日中の、日差しの明るい時分。

　ライハーンはようやく表情を寛がせて、二人に笑みを見せた。

「まずは改めて、姫に謝罪とお礼を。怖い思いをさせて本当に悪かった。助けるのが間に合って良かったよ。侍女も全員無事だから、安心して」

　薔薇水で喉を潤していたシファーは、首を振ってかすれ声で答える。

「陰謀を未然に防げて、良かったです」

　とは言うものの、気がかりは依然として残ったままだった。

　シファーはスレイマンの様子をうかがいながら、切り出す。

「彼らの目的は、竜となった殿下にこの国を荒らさせること……。もとから、竜の呪いについて、知っているようでした」

　ライハーンとスレイマンは、訳知り顔で目配せをした。何か言おうとしたスレイマンを制してから、ライハーンが話しだした。

「私が姫と殿下の言い分をすぐに信じたのは、彼らの顔に見覚えがあったからだ。討伐の最中、彼らはそれとなく何度も足を引っ張っていた。明らかに不審だった」

　それでは、身内に敵を抱えたままの竜討伐だったのか、と。

　よく無事に戻ってこれたものだと思ってから、無事ではない、とシファーは自分に対して訂正をする。

　その考えを察したように、ライハーンが話を続けた。

「足を引っ張り続けた挙げ句、転んだふりをしてぶつかってきた彼らのひとりによって、私は竜の前に押し出された。それをスレイマン殿下がかばって、大怪我を負った。そこから考えるに、国を出るときにはすでに、殿下に竜の呪いが降りかかるよう、何者かによって策を与えられていたに違いない。彼らは完全に黒だ」

　シファーは、まだ満足に声が出ないながら、なんと相槌を打った。

「誤算は、わたくしの涙石が、完全な竜化を食い止めたこと、でしょうか」

「その通りだ。彼らは『宝石姫』の能力を把握していなかった。完璧なはずの計画が狂った理由が涙石にあると知り、今度は姫を狙う作戦に変わったんだろう。姫と殿下を引き離してしまえば、いずれまた竜の呪いが活性化する。そのついでに、姫は姫でさらって利用しようと……。この計画には、嘆かわしいことに、我が国の重臣が関わっているだろうな」

　スレイマンを竜化させることに失敗した男たちは、シファーをさらうために宮廷内で協力者を得たのだろう。

　彼らの主である兄王子の狙い通り、スレイマンの竜化だけを目指すなら、シファーはその場で殺してしまうべきだったのだ。

　それができなかったのは、協力者に「宝石姫」を渡さねばならなかったからだろう。

　そこで男たちの間でも意見が割れ、言い争いがあったことで、ライハーンとスレイマンの救出が間に合った形であった。

（兄王子に妬まれたスレイマン様のお立場は、かなり厳しいのね）

　シファーは、やるせないため息をついた。

　これまでは、スレイマンは竜討伐が終わった以上、国に帰るのだろうと考えていた。

　しかし、すでに兄王子が王太子として王位を継ぐことが決まっているというのに、なお脅威とみなされて命を狙われているのだ。他国にまで罠が張り巡らされているというのなら、自国ではまったく気が休まらないのではないだろうか。

　シファーが窺うようにスレイマンを見上げると、スレイマンも物憂げな青の瞳でシファーを見つめ返してきた。

（いずれにせよ、呪いを抱えたままでは、この方はどこにも行けない）

　言うなら、今しかない。シファーはそう決意して、薄紅色の唇を開く。

「スレイマン様の、呪いを、解きたいんです」

　か細く涸れた声であったが、目を逸らさぬまま、一語一語はっきりと。

「わたくしの涙を、わたくし自身を。竜の意識を呼び覚ました上で、味わわせることは、できませんか……？　竜が事切れるまで」

　スレイマンは声もなく瞠目していたが、やがてゆるく首を振った。

「それは、危険過ぎる。竜を意識にのぼらせたままあなたに触れれば、竜の呪いは奇跡の力によって弱体化するかもしれない。だが、あいつはどんな状況でも、あなたを諦めないはずだ。竜は、俺自身でもあるのだから」

　切なげにシファーを見つめてから、目を伏せて沈黙。

　二人のやり取りを見ていたライハーンが、さりげない調子で話を引き継いだ。

「竜の邪念が表層に浮かぶと、殿下はどうなるんですか？　そのまま、姫を殺す危険性はありますか？」

　スレイマンは、ゆるく首を振って否定する。

「もし少しでもその危険性があれば、俺が全力で抑える。ただ、殺しはしなくてもその場で『宝石姫』の能力を失わせる恐れはある。つまり、純潔を散らすことによって」

「なるほど。竜は姫を、性的な意味で喰らいたいわけだ」

　はっきりと、確認をされる。

　観念していたように、スレイマンは「その通りだ」と答えた。

「姫は、肉体のすべてが生命の奇跡のようなものだ。俺の体を支配した竜は、姫との交わりによってその奇跡を取り込み、力を得た上で俺の精神を完全に乗っ取ろうとしている。だが、その力は、俺にとっては竜の呪いを打ち破る加護ともなる。姫の力を得た上で、俺と竜が争ったとき、どちらが勝つかは……わからない」

　シファーはそこで、黙っていられずに身を乗り出した。

「呪いを解けるかもしれない方法があるのなら、試すべきです。殿下は我が国の恩人であり、わたくしはこの国の姫なのです」

　ライハーンは「わかるよ」と大きく頷いてから、スレイマンに向き直った。

「私はこの国の王太子としても、姫の兄としても、その行為に異を唱えるつもりはありません。『宝石姫』の責務があったから、姫は降嫁等一切話がなかっただけで、もう子どもではありません。肉体的には男を受け入れることもできるでしょう」

　言葉のすべてが、率直すぎる。

（兄様……！）

　何を言い出したのかと、シファーは真っ赤になって口をぱくぱくとさせた。声は出ない。

　スレイマンも、ライハーンの意図を測りかねたかのように「しかし」と言って絶句してしまう。ライハーンだけが、何事もなかったように淡々と続けた。

「古来より伝わる数々の逸話をひもとけば、奇跡の力に頼りすぎても、ろくなことにならない。ひとは備えや努力を忘れてしまい、欲からの争いも生まれる。奇跡の力が大きければ大きいほど、国力の衰退すら招くというのはもはや歴史的事実です。本音を言えば私は、ここ一年姫が泣けなくなったことで、その力を使えなかったことすら、構わないと考えていて」

　人間ではなく、竜が相手の戦いとなれば多少の奇跡は欲しいと思いましたが、とライハーンは言うものの、その発言はシファーが考えてもみなかったものだった。涙石を必要のないものと認識していた、とは。

　シファーは、これまで自分の価値は涙を流すことだけと信じ続けてきたのだ。泣けなくなれば、価値は失われると。

　呆然とするシファーの前で、ライハーンはしれっと続けた。

「よって、ここで姫が『宝石姫』としての役目を終えたとしても、私としては受け入れる心づもりです。私の代わりに竜の一撃を受けた殿下の恩に報いる為なら、協力も惜しまない」

　ちらっと視線を向けられて、シファーは黙っている場合ではないと、なんとか喉から声を絞り出す。

「わたくしが、『宝石姫』でなくなっても」

「構わないよ」

　にこりと笑った拍子に、その耳元で銀色に翠の宝玉の耳飾りが揺れる。ライハーンは、スレイマンへと目を向けた。

「ということで、邪魔が入る前に試してみた方が良いと私は考えます。全員、納得して合意の上で反対意見もないわけなので。だいたい、殿下は恩賞に姫を望むという正規の手順も踏んでくださっているんですよ。まだ何か問題でも？」

　けぶるような青の瞳を細め、スレイマンは喉の奥で唸り声を上げる。

「ここまでくれば、役得でしかない俺に否やがあろうはずもない。だが姫はどうだ」

（……スレイマン様、正直！）

　声にならない悲鳴をあげるシファーをよそに、ライハーンは軽やかな笑い声を立てた。

「それで良いです、スレイマン殿下。実際は姫を喰う気満々なのを、ようやく白状しましたか。で、姫は？」

　とんでもないタイミングで、二人から水を向けられてしまった。

　シファーは干からびた声で、息も絶え絶えに、けれど嘘偽りない真情を口にした。

「ぜ、ぜひ……、わたくしを、殿下に召し上がって頂きたく存じます！」

　その一言で、話がまとまってしまった。
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　騒動の後なので、まずは夜までしっかり体を休めて──そうライハーンに勧められて、シファーは休息を取ることとなった。

　安全が確保されるまで、ライハーンの部屋から出ないように。ただし部屋の中では自由に過ごして良い。

　そう言われて、とろとろと浅く眠り、用意された食事を口にして、浴室を使う。

　襲撃時に倒れた侍女たちは大事をとって休ませていたが、代わって他の者がシファーの身支度を整えてくれた。

　浴室でその玉の肌を念入りに磨き上げられ、銀の髪を梳かれて、甘い香りのするオイルを全身に擦り込まれる。

　着せられたのは、滑らかな手触りのシルクの夜着一枚。

　繊細な刺繍の入った上質なものであったが、腰紐で結んだだけとあって、胸の袷もサンダル履きの足元もどうにも頼りなかった。

（た、食べられるためとはいえ、これでは）

　何が起きるのかはさすがに気づいているであろうに、侍女たちは余計な口出しをすることもない。シファーも、喋りすぎて喉の痛みがぶり返すのを恐れ、ろくに口をきくこともできず、静かに準備を終えた。

　侍女たちが退出すると、ひとり広い部屋に取り残される。

　室内の灯りの数は絞られていたが、その分内庭の天井窓から差し込む星の光が明るくて、シファーは気ままに青いタイルの敷き詰められた小道へと足を踏み入れた。

　さらさらさらと、噴水から清水の湧き出る音が耳に心地よい。胸いっぱいに空気を吸い込むと、花の香りも体内に流れ込んできた。そのまま、ぼんやりとガラス天井を見上げていると、遠くでかすかな物音がした。

（スレイマン様がお越しに……）

　考えた途端に、ばくばくと心臓が鳴り始める。とっくに心の準備はできているはずなのに、現実を前にすると、落ち着かない。頬に血が上ってきて火照り、喉が干上がる。その状態で、シファーは恐る恐る、振り返った。

「こんばんはサラーム」

　耳に馴染む、低く艶めいた声。待ち望んだ相手の姿を前に、シファーは胸を高鳴らせたまま、挨拶を返す。

「お待ちして、おりました」

　星明かりの下で見るスレイマンは、やはり美しい青年だった。

　切れ長の瞳は、思慮深く誠実そうな光を湛えている。

　端正な顔立ちは細部まで整っていて、すらりと高く通った鼻梁も、微笑みを浮かべた形の良い唇も、何もかもが好ましい。

　引き締まった長身には、銀糸で精緻な刺繍が施された藍色のカフタンを身に着けており、腰には複雑な紋様の織り込まれた帯を締めていた。裾までゆったりとしたシルクの下穿きは、いかにも室内向きで、彼がこの時間を寛いで過ごすと決めているのが伝わってきた。

　スレイマンもまた、シファーと向き合い、頭からつま先まで視線をすべらせて、目元をほころばせた。

「とても美しい。いささか扇情的ではあるが」

　控えめに言い添えられた言葉に、シファーは再び顔を赤くして、俯いた。

「食べて頂くためです……」

「可愛いことを言う」

　さっとスレイマンは距離を詰め、噴水のそばに佇むシファーの背に腕を回して、自分の方へと軽く抱き寄せた。

「口づけしても良いだろうか」

「はい」

　答えたときには腕に力を入れてしっかりと抱きしめられていた。さらにもう一方の手で顎を掴んで上向けられ、唇を奪われる。

（あっ……、すごく、優しい……。溶かされそう……）

　角度を変えながら、何度も唇を優しく触れ合わせるような口づけをされて、シファーの体からは早くも力が抜けていった。

「スレイマン、様……」

　呼びかけると「うん……」と悩ましげな声で答えられ、きゅっと両腕で抱きしめられる。シファーからも身を寄せて、目を閉ざした。

「姫は、竜と向き合うのが怖くないのか？」

　優しく気遣われている。

（竜に意識を染められていないときのスレイマン様は、本当にお優しい……）

　深い感動を覚えつつ、シファーは自分の奥底にひそむ願望にも気づいてしまっている。

　竜と意識を奪い合いながら獰猛さをむき出しに求めてくるときの彼も、好きなのだと。

　シファーは笑顔でスレイマンを見上げた。

「怖くないと言えば嘘になりますが……。竜に意識を奪われようとも、あなたは他の誰でもない、殿下ですから。遠慮なく竜を呼び起こしてください。そして、わたくしを……食べて」

　腕を伸ばして、甘えるようにスレイマンの首にすがり、引き寄せる。自分から、唇を重ねた。

「姫……」

　困ったような呟きを無視して、小さな舌で唇を舐める。かすかに開いた口の中に舌を忍び込ませて、舌を絡めてから、口を離した。

　二人の間で唾液が細く糸となり、スレイマンの瞳の色がさあっと変わった。

（出ましたね、竜……！）

　不敵な微笑みを浮かべて、スレイマンがシファーの髪を一房手にする。唇を押し当ててから、挑むようなまなざしで見つめてきた。

「積極的で実に良い。では頂くとしよう、姫よ。泣き叫んでも絶対に逃がさない」

　声の調子からして、違う。

　冷ややかで残忍さをうかがわせる言葉とともに、スレイマンはシファーの膝裏に腕を差し入れて、横抱きに胸元へとすくい上げる。庭から室内へと視線を向けて、天蓋付きの寝台に目を止めたようだった。

　草木の放つ清涼な空気の中、大股に大理石の敷石を踏みしめて庭を突っ切り、寝台へと向かう。片手でシファーを抱え、もう片方の手で垂れ下がった紗の幕をかきわけた。

　引き締まった固い胸に抱かれ、その心臓の鼓動を聞きながら、シファーもまた痛いほどの胸の高鳴りを感じていた。

　寝台に体を横たえられた瞬間、今更ながらに、とんでもない挑発をしたものだと実感が湧いてくる。

（自分からスレイマン様の唇を奪うだなんて、はしたないことをしてしまいましたっ……。でも、こうでもして竜を呼び覚まさなくては）

　体重をかけないようにシファーの細い腰を跨いで見下ろしてきたスレイマンは、シファーの瞳を覗き込み、にやりと口の端を釣り上げて笑った。

「また縛り上げようか。姫も結構、あれが気に入っていただろ？」

　煽るように言うくせに、寝台に投げ出されていたシファーの手を取る仕草は、思いの外優しい。指と手首の内側に唇を押し付ける仕草も、まるで愛しいものを扱うような丁寧さ。その柔らかな感触に、シファーはどきどきとしながらスレイマンを見つめた。

（竜ではなくて……？　これではまるっきり、スレイマン様ではないですか！　私の挑発が足りなかったのでしょうか）

　シファーは、自由な方の手でスレイマンの頬を奏でるように撫で、煽りを意識して告げた。

「縛って頂いても、構いませんよ。自分より非力とわかっている相手でも、あなたはそうやって嬲らずにはいられないのではありませんか？」

　すると、心地よさそうに目を瞑り、シファーの指に頬を寄せていたスレイマンが、視線を流してきた。

　その目には、暗い炎が宿っている。

「奇跡の力を持つ姫よ、我を討ち滅ぼす算段をしていたのは知っているぞ。口を開けば、小生意気なことばかり言うものだ。どうやら、よほどその身を苛まれたいらしいな」

　囚えたままの手首を、強く寝台に押し付け、真上からのぞきこんでくる。

　シファーの目元に涙がないのを確認したようで、視線は唇へと注がれた。「まずはここから飲み干そう」と低い呟きが耳をかすめ、唇をふさがれた。

「んっ……」

　熱く、湿った唇の感触に、シファーは喘ぎ声を漏らす。手首はがっちりと押さえ込まれたまま、体重をかけて体を重ねられる。身動きするのも難しい。厚い胸板に、胸の双丘が柔らかく押し潰されている。

　息苦しさを覚えて軽く唇を開いたところで、舌に唇を舐められた。

「ふぁ……」

　スレイマンは下唇をついばむように唇で挟み込んでから顔を離し、シファーを見下ろしながら言った

「我を受け入れるように。覚えが良く、快楽に弱い姫だ。やり方は覚えているだろう？」

　口答えを許さぬ強さがあった。

　早く体液をよこせという意味だとシファーは了解し、目を潤ませながら「はい」と従順に答えて、薄く口を開く。

　スレイマンは再び覆いかぶさるようにしてその小さな口を唇で塞ぎ、隙間から厚い舌を差し入れてきた。

（あっ……あっ……、すごく強引……。口の中、めちゃくちゃに犯される……）

　頬の裏側や歯列を舐められ、舌で応えようとすればきつく舌を絡めて吸い上げられる。

　痛みに涙が滲み、逃げるように枕に頭を押し付けても、なおさら奥まで攻め立てられた。

「ふぅ……、はっ……」

　口が離れたところで、空気を求めてシファーは肩で呼吸をした。頭がぼうっとしてくる。

（手の力、そんなに痛くしないで……。口づけも優しくしてって言いたいけど……）

　弱音を吐いてしまえば、竜はそれ見たことかと喜ぶに違いない。

　わかっているだけに、負けている場合ではないと、シファーは懸命に舌を受け入れる。

　くちゅくちゅとした水音と、荒い息遣いに耳まで犯されているうちに、全身から力が抜けていき、不思議な高揚感に包まれた。

　中身は竜とはいえ、その肉体はシファーの大好きなスレイマンだ。

　彼自身は、誠実そうで穏やかにシファーに接してくれる。だが、ひとたび竜に意識を染められれば、これほどの獰猛さをあらわにして、興奮しながらシファーの唇を貪ってくるのだ。

　あの英雄スレイマンが、自分の唇に飢えた獣のように喰らいついているだなんて。

　じわりと快感が湧き上がってきて、シファーは喉を逸らした。

　スレイマンが身じろぎをするたびに、胸の頂きが布越しに彼の胸板に擦れる。それが、気が遠くなるほど気持ち良い。口づけをされているだけなのに、触られてもいない下腹部が痺れるような熱を持って潤う。

　シファーはうっとりと目を開き、自由な左手でスレイマンの背に触れた。

　ふっと、スレイマンが視線を流してくる。その青の瞳を見上げて、かすれ声で告げた。

「気持ち良い、です」

　スレイマンはかすかに息を呑み、目を瞠った。

　ほんの一瞬、ラピスラズリの瞳の曇りが晴れるも、すぐに邪悪な竜の気配が濃く漂う。

　獲物を狙うような目で見据えられ、ぞくりと悪寒が背筋を走り抜けた。スレイマンは、口の端を釣り上げて、残忍そうな笑みを浮かべた。

「まだ余裕そうだな」

　言うなり、身を起こしてシファーの足元へと体の位置をずらす。夜着の裾をまくり上げると、下には何も身につけていないことに気づいたらしい。華奢な腰を乱暴な手付きで撫で回され、素肌には鋭い視線を感じた。

　スレイマンは、シファーの細い腿に手をかけて足を割り開き、付け根部分に指先で触れた。

　ぐちゅ、と猥りがましい音がする。

　シファーはその音と感触に思わず息を止めたが、スレイマンは指をさらに進めて、しとどに濡れた割れ目をなぞり、その内側までずっぷりと指を一本、挿し入れた。

「ああっ……」

　柔襞が異物感にわななくも、すぐに快感を拾い上げて、ぎゅっと締まりながら指に絡みついていく。挿入で受けた衝撃をやり過ごそうとするかのように、じわっと内側から蜜が染み出したのが感じられた。

　はは、とスレイマンが場違いなほど軽やかな笑い声を上げた。

「すごいな、姫のここは。うまそうに指をしゃぶっているぞ。弄れば弄るほど蜜を溢れさせる。苛められたくて、堪らないんだろう？　ほら」

　前触れもなく、ずぶずぶともう一本指を挿入された。

「ん、そんな、いきなり……っ」

　驚いたせいで、引き攣れるほどにそこがきつく締まる。その動きを煽るように、内側で二本の指が動いた。

「狭いな……」

　ぐちゃぐちゃぐちゃと、水音が淫らに響く。固くて長い指が中を動き回り、引き抜かれ、勢いをつけて差し込まれるのだ。

　動きが激しさを増し、容赦なく嬲られて、シファーは悲鳴を上げる。

「で、殿下、あ、……いやっ、だめっ」

　咄嗟に、足を閉じようとも試みたが、スレイマンの体に阻まれる。その儚い抵抗は、ひたすらに、スレイマンの欲情を煽るだけだった。

「だめ？　物足りないの間違いだ、姫。突っ込めば嬉しそうに涎を垂らし、抜こうとすればすがりつく。すぐに快楽に溺れそうな体だ。そろそろ奥の方が疼いて仕方ないだろう。こんなに腰を振って」

　笑いを含んだ声で、卑猥なからかわれ方をする。

「腰振って、なんて、いません」

「自分で気づいてないのか？　指を良いところにあてようとしているみたいな、浅ましい動きをしている。案外、慣らさず無理やり突っ込んでも、咥えこんで離さないかもな。ほら、もっと足を開いて、淫らに誘ってみろ」

　怖いことを言われている。そんな扱いは嫌だと伝えなければ。頭ではそうわかっているのに、どうしても抵抗する気にはなれなかった。

（どうしよう……。やっぱり、ひどくされるの、気持ち良い……っ。竜なのに……）

　目に涙をいっぱいに溜めながら、シファーはスレイマンを見上げた。

「ひ、ひどい……」

「お前は、それが快いんだろう？」

　ずぶ、とさらに指を深く差し込まれて、シファーは喉から嬌声を迸らせた。

　ははは、とスレイマンが楽しげな笑い声を上げる。

（竜……！　笑ってられるのも、いまのうち……）

　シファーはせめて睨みつけてみようとしたが、ろくに言葉も紡げぬうちに、さらに指を増やされて全身をわななかせた。スレイマンは卑猥な水音を立てながら、三本の指で内側を擦り上げつつ出し入れを繰り返し、シファーを苛む。その動きに翻弄されて、シファーは喘ぎながら腰を揺らした。

　シファーが快感に翻弄されるがままに髪を振り乱せば、スレイマンの親指が花芽を探り当てて、押しつぶしてくる。痺れが駆け抜けて、腰がびくんと跳ね上がった。

「いい乱れ具合だ、姫」

「……も、無理……、気持ち良過ぎて……、つらいのっ」

　自分が何を口にしているかもわからないまま、シファーは喘ぎ混じりに訴える。スレイマンはといえば、実に機嫌が良さそうな笑顔でシファーを見下ろして、言った。

「素直なのは良いことだ。たしかに、これほど濡れるということは、よほどの快感なのだろう。あまり焦らしては可哀想かな」

　耳朶に響く声は、彼そのもの。胸がきゅうっと切なく痛む。

　──こんにちはサラーム

　初めて出会ったその日、光の中でかけられた言葉が耳に蘇る。

　シファーに向けられた精悍な面差しには爽やかな笑みが浮かんでいて、立ち居振る舞いには王族らしい華やぎがあった。

（ひとめ見たときから、わたくしもあなたを……。たとえいまその身が竜に呪われ、精神が侵されているのだとしても。この身を捧げることで、あなたの心を竜から取り返せるのなら）

　秘処から指が抜かれ、ほっそりとした足はスレイマンの手によって押し広げられる。食い締めるものを失った蜜口が、はくはくと蠢きながら蜜を滴らせた。そこへ、再び何かが触れた。ぐちゃりと粘着質な水音が響く。

　切っ先が挿し入れられた瞬間、指ではないと感じた。

　もっと固くて質量がある、大きなもの。

「あ……」

　両手で、腰をがっちりと掴まれる。

　足を閉じることもできるほど強い力で体の自由を奪われ、ぐぐぐ、と信じられないほどの圧迫感のあるものを、媚肉をかき分けるようにして押し込まれた。

「あああああっ……痛、痛い……っ」

　衝撃なんてものではなかった。

　体を引き裂かれたのかと思うほどの痛みに、涙がぼろぼろと出てきて止まらない。

「……痛いの……っ」

　いやいやするようにシファーが首を振ると、真上から額を手で押さえつけられ、口で口を塞がれる。喘ぎも悲鳴もすべて飲み込まれる中、灼熱のごとき剛直はひたすら隘路を擦りながら奥へ奥へと進んでいた。

　儚く押し返そうとするいたいけな動きをはねのけ、ぐいぐいとひたすらに打ち込まれる強引さに、細腰ががくがくと揺れる。

　スレイマンは口を離すと、今度はねっとりと耳に口づけ、歯を立てて甘噛みをした。その痛みも、吹きかけられた吐息の熱さも、すべて破瓜の激痛にかき消されていく。

「も、もう……乱暴に、しないで……」

　痛みを逃すように、は、は、と浅く呼吸を繰り返しながら、シファーは懇願した。なだめるように耳を舐めていたスレイマンは、投げ出されていたシファーの手に手を重ねて指を絡めながら、低い声で応える。

「大丈夫だ。思った以上に、うまく咥えこんでいる。だが、まだ半分だ……」

　言いながら、腰を突き出し、剛直で最奥まで貫く。

「ああー……っ」

　喉を嗄らすほどに悲鳴を上げて、シファーは全身を強張らせた。足の付根に、スレイマンの腰がぶつかっている。

　はっ、と小さく息を吐きだして、スレイマンは肩をすべる黒髪を、後ろ手に払った。

「泣き顔が、堪らないほど美しい。上手に泣けているぞ、『宝石姫』」

　何を言われているか、わからないままシファーは涙を流し続ける。一向に収まらぬ痛みに顔を歪ませながら、か細い声で尋ねた。

「これで、終わり、ですか……？　わたくし、あなたに食べられました……か？」

　スレイマンは、「くっ」と耐えるような息遣いとともに、腰を揺らす。シファーの内側で、押し込まれた肉棒がぐぐっと脈動をした。

「もう少し待つつもりだったが……」

　スレイマンは体を起こして、シファーの夜着の前の袷を開く。まろび出た胸を両手で鷲掴み、柔らかさを味わうように指を食い込ませながら、腰を振り立てて律動を始めた。

「や、あ、あっ、あっ、ああっ……。痛い、痛い……」

　ずるりと濡れ襞をまくりあげながら肉杭を抜かれ、勢いをつけて深いところまで貫かれる。無慈悲な動きは止まることなく、泡立つほどに蜜が溢れて、恥ずかしい音を響かせた。

「んっ、だめ、やめて、あっああっ……くぅ……いやああっ」

「姫。そうだ、もっと泣け。涙を流して叫ぶが良い」

　ひときわ強く揺さぶられ、シファーは鋭い悲鳴を上げた。涙は溢れて止まらない。そこでぴたりと腰の動きを止めたスレイマンは、熱い手でシファーの内腿に触れて、呟く。

「出血をしているようだが。この血は……」

　指でぬるぬると濡れた肌をなぞった。

（破瓜の……血が……）

　体液のすべてに効力があると言うのなら、その血にもなんらかの奇跡は宿っているのではないか。彼もまたその結論に至ったのか、指でぬめりをすくい上げて自分の口元に運び、ぺろりと舌で舐め取った。

「……これは、極上の。……くっ」

　スレイマンは、目を伏せると、歯を食いしばるようにして顔をしかめた。

　やがて、唸り声とともにぐいっと強く腰を押し付けてきた。いっとき力の抜けていた手が、再び強く胸を握り込み、揉み絞る。

「きゃああっ」

　その荒々しさと力強さに驚き、シファーは悲鳴を上げた。ずっしりと質量のある肉杭を呑み込まされた膣が、激しく収縮をする。スレイマンは、獣のように唸りながらシファーの足に手をかけて、抱え上げた。

「どこもかしこも男を狂わせる……。あなたが塔に閉じ込められて隠されていたことを、良かったと思ってしまいそうだ。これほど美しく、淫らな女がこの世にいるものか」

　そこからは、容赦というものはなかった。

　がつんがつんと奥を抉るように打ち付けられるたびに、目の前で火花が散って視界が赤く染まる。喉からは嬌声が迸り続けた。

「あああん、スレイマン、さま、もう……ゆるし……っ」

　懇願をすれば、唇を塞がれ、ぐりぐりと肉杭で狭い内側をかき混ぜられる。寝台が絶えずギシギシと軋み、性器の擦れる結合部分からはびしゃびしゃと水音が響いていた。

　そのときにはもう、シファーが感じているのは痛みだけではなかった。

　濡襞を捲くり上げられ、反応するところを執拗に何度も突かれて擦られることで、被虐願望が満たされていく。

（気持ち良い……っ。スレイマン様にひどいことされるの、好き……っっ）

　自分は彼にこうされるのが好きなのだと自覚した瞬間、背中を怖気立つほどの快感が駆け抜けていって、頭の中で白い光が弾けた。

「あっ、あっ……ああっ！」

　全身から力が抜け、腰はびくびくと震えっ放しになる。

　足はつま先までぴんと張り詰めて、内側は激しく痙攣しており、どっと蜜が溢れ出した。

　激しくシファーを揺さぶっていたスレイマンが、両腕を広げ、覆いかぶさるように強く掻き抱いてくる。深い部分に、熱い飛沫が浴びせかけられた。

「っ……、姫……っ。咥えこんだまま、達したか」

　はあ、と熱っぽい息を吐き出しながら、スレイマンは体を起こした。眉をしかめた厳しい顔には、壮絶な色香が漂っている。浅黒い肌には、汗が浮かんでいた。シファーはたくましい胸に手を伸ばして「待って」とか細い声で訴えかけた。

　下肢がぐずぐずに蕩けていて、どんな刺激も快感として拾い上げてしまう。彼を体内に受け入れていると思うたびに内側がきゅうきゅうと締まり、理性が吹き飛びそうな予感に背筋が震えた。

「もう、動かないで……つらいの……」

　はあ、とスレイマンが息をこぼした。

「わかって言っているのだろう、あなたは。その声に、俺が昂ることを」

　シファーは息を乱して、いやいやと首を振った。その拍子に、内側に留まったままの剛直が、ぐぐっと膨らみを増した。スレイマンはシファーに視線を流し、顎から汗を滴らせながら笑みを浮かべる。

「いまのは姫のせいだぞ。貪欲に奥まで誘い込み、しがみついて離さない……」

　言いながら、がつん、と腰を打ち付けられて、シファーは背を弓なりにしならせた。

「やっ……、激しっ……」

　強烈な、甘い痺れ。

　ずるずると内側を擦られ、真上から角度をつけて突き刺すように貫かれ、掻き出された蜜が太腿を伝って寝具を濡らす。

「嫌なものか。初めてとは思えぬほど浅ましく腰を振り、淫らによがって男を煽る。姫は天性の淫乱だな」

　言葉で責め苛みながら、スレイマンは細い腰を突き上げるように何度も腰を打ち付けた。

　揺さぶられるたびに、豊かな胸が弾む。いかにもそれが目に余る、と言わんばかりに大きな両手できつく握り込まれた。

「痛ぁいっ……」

　指が食い込み、シファーは鋭い悲鳴を上げた。同時に、さらにじわっと蜜が襞から滲み出して、激しく暴れまわる肉棒の動きを加速させる。ハッ、とスレイマンが笑った。

「俺を溺れさせる気か？　甘い匂いを撒き散らして、淫らな肉穴に俺を誘い込む……。そうか、お前は初めからそのつもりだったんだよな」

　スレイマンの汗の雫が、ぽたぽたとシファーの胸元に落ちた。

（殿下。苦しそう。それともこれは竜が苦しんでいるだけ……？）

　彼がなすすべもなく理性を欠いているという事実に、シファーの胸は震え、彼を呑み込んだ部分がぎゅっと締まった。

「……はっ……」

　眉をしかめて、スレイマンは腰の動きを止めた。膨らみきった欲望が奥の奥で弾けて、勢いよく精が撒き散らされる。

　そのすべてを受け止めて、呑み込もうとするように、シファーの内側が貪欲なまでに痙攣を繰り返した。

　たとえようもなく満たされた感覚があって、シファーは大きく息をついた。

　その動きで、目尻に溜まっていた涙がこぼれ落ち、カシャンと枕元で儚い音がした。

（この音……）

　すると、スレイマンはほんのりと淡い笑みを浮かべて、シファーの頬に手を添えた。

　瞳が澄んだ輝きを取り戻していて、優しげに細められている。

「姫、あなたの周りにはいま、すごく綺麗な涙の宝石が溢れている。破瓜を経てもなお、あなたの力は失われなかったようだ……」

　声は穏やかであったが、シファーは不意に寄る辺ないものを感じて、スレイマンに腕を伸ばした。

「本当に、わたくしは、殿下に抱かれたのでしょうか。破瓜していないということは、ありませんか？　あなたは、スレイマン様、なのですか？」

　いまだ涙が石になるなどと、すぐには信じられず、確認してしまう。

　スレイマンは思いがけないことを言われたように目を瞠ってから、相好を崩してあどけないまでに無垢な笑みを浮かべた。

「まさか、破瓜を疑われるとは」

　機嫌良さそうに呟くと、シファーの裸の背に腕をまわして、優しく抱き起こした。

　シャラン、と髪に絡まっていた涙石が落ちていく。

　宝石が、と口にしようとしたが、深い部分で繋がったまま体勢を変えられたことで、切っ先の当たる場所が変わり、その刺激にシファーは呻いた。

「んっ……」

（深い……！　奥まで刺さる……！）

　目一杯引き伸ばされていた膣口がきつく締まり、白濁を溢れさせながら蠕動する。

　シファーは頬を染めて、濡れて潤んだ目でスレイマンを見上げた。

　視線がぶつかると、スレイマンは愛しげに目を細めてシファーを見つめ、軽く唇を重ねた。

「ほら、姫。俺が姫のどこにいるか、わかるだろうか」

　ゆさゆさと、下からゆるく突き上げる動きで腰を揺すられる。声も仕草も優しいのに、少しでも身じろぎしようものなら、中に入り込んだものがあまりにも大きくて、圧迫感を意識しないわけにはいかない。シファーは喘ぎ声をもらしながら、スレイマンの胸に頬を押し当ててすがりついた。

「揺すっちゃ、だめ……中に、中に……あなたが」

　性器が擦られて、じゅぷじゅぷとかき混ぜられた水音が響く。

「そう。中の、一番深いところに俺が届いている。姫はもう処女ではない」

　耳元で囁かれて、シファーは逃げるように腰を浮かせた。しかし体を支えきれずに、すぐに腰を下ろす。

　粘膜が擦れ、蜜と破瓜の血と白濁の混じり合ったものが接合部から溢れ出し、自重で突き刺すように深く貫かれたシファーは声もなく悲鳴を上げた。

　スレイマンもまた息を呑み、歯を食いしばりながらも、面白そうに目を輝かせた。シファーを見つめて、甘い声で囁く。

「姫、あなたというひとは……。竜の呪いはもう消えたというのに……。終わらせられなくなる」

　言うなり、下から続けざまにガツガツと何度も突き上げてきた。

「きゃあ、ああっ、はあっ、なにっ……？」

　まともに返事もできないほど攻め立てられて、シファーは嬌声を上げることしかできない。

（呪い、消えたって、言ったのに……！）

　さきほどよりも、深くまで剛直を突き入れられて、すぐにでも達しそうな強烈な快感に翻弄される。

「大丈夫だ、姫。よく掴まって」

　シファーの両腕を持ち上げて、自分の首に回すように促してから、スレイマンはシファーの腰を両手で掴んだ。

「やっ、ほんとに、だめ……っ」

　持ち上げて、落とされて、突き上げられる。スレイマンの首にすがったまま、弾む胸をその硬い胸板に押し付けて、シファーは喉をのけぞらせた。

「ああ、ふぅ、ああ、はあっ、んん、あ、あ、あ」

　尻肉をがっちり掴まれたまま、まったく手加減されずに何度も穿たれる。シファーはひたすらに喉から嬌声を迸らせた。そのうちに、腕から力が抜けてしまうと、スレイマンはシファーを抱き抱えたまま立ち上がった。ずぶずぶずぶ、とさらに男根が沈み込み、シファーは息を止めた。

「涙石を潰してしまうから、少し場所を移そう」

　一度ずるりと楔を引き抜かれて、うつぶせに横たえられる。

　後ろから腰を掴まれて、四つん這いの姿勢を取らされた。

　精液と愛液でぐちゃぐちゃに濡れたそこに、膨れ上がった剛直を一気に押し込まれる。

「ひっ……やああああっ……っ」

　ずちゃ、ぐちゃ、と浅ましい音に、肉のぶつかりあう音が重なり合った。

　熱く滾ったもので、快感でどろどろになったところを擦られて、シファーは枕に頬を押し付けたまま、呻き続けた。スレイマンは背後から腕を伸ばしてきて、布に擦れていた胸を握りしめる。同時に、もう片方の手が結合部を探り、敏感になった花芽をぬるりと弄った。

「もうッ……だめなの……っ」

　凄まじい快感に襲われ、シファーは体を引き攣らせた。

　そのまま指の腹でぬるぬるとそこを撫で回され、軽く摘まれ、そのたびに涙をこぼしながら腰を突き出すような格好になる。

　どこもかしこも敏感になっていて、目の前がずっとちかちかし続けていた。

「……姫はもう、俺のものだ。わかるまでその体に全部刻み込むとしよう。これは竜ではなく、俺自身の意思だ」

　がつ、と最奥を穿ち、ふたたび大量の精を放ちながら、スレイマンは低い声で呟きをもらした。

　まだ終わらせない、と。







６ 募る思い








　一夜明けて、翌朝のこと。

　ライハーンの私室に付属した庭では、青々とした葉を茂らせる梢の間を、色鮮やかな鳥が鳴き声を響かせて飛び交っている。

　きらきらとした水を吹き上げる噴水のそばに卓を広げて朝食をとりながら、スレイマンは反省しきりといった様子で暗い表情をしていた。

　砂漠においては贅沢品である、瑞々しい桃や葡萄を盛り合わせた皿を目の前に押し出し、ライハーンが口火を切る。

「そんなに死にそうな顔をしないでください、殿下。殿下のような武人の体力や精力が並外れたものであっても、それは当然というもの。シファーもわかっていたことでしょう」

　あぐらをかいて敷物に座っていたスレイマンは、手で額を覆って「本当に、申し訳ない」と悔恨に満ちた声で謝罪した。

　前の晩、シファーと交わったときのことを、スレイマンはすべて克明に覚えていた。

（一時的に体を奪われていたとはいえ、あの竜は間違いなく、俺の欲望に反応していた。途中からは聖なる乙女を責め苛んでいるのが、自分なのか竜なのかもわからない状態に……。何もかもが初めての姫相手に、歯止めがきかなくなるとは）

　純潔を散らせば、奇跡の力を失う恐れのある「宝石姫」。竜が恐れながらも欲したその涙と体液を得るために、スレイマンは彼女を犯し尽くしたのだ。

　それはもう、念入りに一晩かけて、朝まで。

「姫は、破瓜の血を流した後も、力を失わなかったんだ。涙は宝石に変わって枕元に積もり続けた。俺がそれを姫に伝えたところ、自分はまだ処女なのではないかと、行為の完遂に疑念を持ち始めて……。説明だけではどうにも伝わらなくて」

　スレイマンはその生真面目さゆえ、どうしても表現に迂遠なところがある。

　すでにそのことに気付いているライハーンは、「ははぁ」とどこか呆れたように声を上げて頷いた。

「姫は閨事の知識があまり無いですからね。ろくに教えられていないはず。純潔を散らすとは何かを、具体的に知らない相手を納得させるのは、なかなか難しかったのでは。それで手取り足取り実地で破瓜を教えて納得させようとしているうちに、抱き潰したわけですか」

　責められているわけではない。ただひたすらに感心されている。スレイマンとしては身の置所がないことに変わりはなく、青い息を吐き出して頷いた。

　シファーは明け方、意識も朦朧とした状態で侍女たちによって体を清められ、現在は整えられた寝台でこんこんと眠りについている。

「それで、竜の呪いはどうです？　もう完全に消え去っていますか？」

　続けざまにライハーンに尋ねられて、それこそが本題であると心得ていたスレイマンは、そこでしゃきっと背筋を伸ばした。

「姫の力のおかげで、かなり薄れたかと。少なくとも、竜化したり体を奪われることはもうないと、感じています。完全に消えたわけではないようですが」

「では殿下は、今後も呪いを抱えて生きていくわけですか。なるほど。それでは、適宜姫を嬲って交わり、竜ともども奇跡の涙に悶えるのが良いでしょう」

　事実の確認、という事務的な口ぶりで確認されて、硝子の茶器で薔薇水を飲んでいたスレイマンはむせた。げふ、ごふ、と苦しげな息をしながら手で胸をさする。その動揺をものともせず、ライハーンは腕を組んで顎に手をあてしみじみと呟いた。

「しかし、邪竜は聖女を抱くたびに、結構キツイんじゃないですか。それでも抱かずにはいられないっていうのは、案外、嗜虐願望の持ち主なのかな。あれ、これって竜の、ですよね？　それとも殿下ご自身の願望ですか？」

「どういう意味ですか」

「聖女に痛めつけられたい願望があるんですか、という質問です。仕返しに苛め抜いて抱き潰すとすれば、おあいこなのかな」

　咳き込みすぎたせいで、かすかに目元に涙を滲ませながら、スレイマンはライハーンを睨みつけた。しかし、シファーによく似た、線の細い白皙の美貌に受け止められると、毒気が抜けてしまう。スレイマンは抗議することもなく、薔薇水を飲み干した。

「竜とは長い付き合いになるかもしれないが……。姫は、力を失わなかった以上、この国から出るのは難しいだろうな」

　頭上で、ぴぴぴ、と鳥が鳴いて羽音を響かせた。

　ライハーンは空を見上げ、ガラス窓を透過する光に目を細める。

「そもそも殿下はどうなさるおつもりです？　つまり、陰謀渦巻く故国にお帰りになるのですか？　竜の呪いを使って我が国を撹乱しようとしていた国です。この先戦争になるかもしれません」

「……そのとき、俺がどこに立っていたいかという話か」

　スレイマンは汁の滴る水蜜桃を口に運び、飲み込んでから答える。ライハーンは、耳飾りを揺らしてスレイマンに向き直り、ごく軽い調子で言った。

「ガンナームの兵が姫の部屋まで押し入った件に関して、我が国にも手引した協力者がいるというのは、姫の証言ではっきりしています。後顧の憂いを断つ意味でも、私はその者たちを見つけ出す必要があります。殿下にはもう少し、ご協力頂きたい。願いを聞いていただけますか？」
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　シファーは閉じ込められていた身の上であり、体は鍛えているとは言い難いが、健康には気を遣ってきた。

　決して、虚弱体質というわけではなく、病気も滅多にしない。

　塔の崩壊後に寝込んだのは、ショックと久しぶりの涙のせいと考えられていたし、部屋で暴漢に襲われた後に弱っていたのも、しびれ薬を使われた影響なのはまず間違いない。

　だが、その後も寝台で過ごすことになったのは、ひとえに腰が立たなくなったせいだった。

（スレイマン様。あんなに何度も何度も、わたくしを求めてくださって。全然休みもなく、朝まで……）

　いつしかまとっていた衣服を脱ぎ捨てたスレイマンは、筋肉に覆われた美しい裸体を晒し、汗を滴らせながらシファーの体を貪り続けた。

　自分では決して触れることのない奥深くを、数え切れないほど激しく穿たれた。

　シファーが泣き叫び、身悶えれば悶えるほど、腰を打ち付けて口づけをし、たくましい腕で抱きしめてきたのだ。

　無垢なシファーの体に、まざまざと快楽を刻みつけるように。

　今もまだ、拡げられた部分には彼のものが居座っているかのような感覚があり、意識を向ければじわりと蜜が染み出す。交わり、溶かされた体はまだ力が入らないのに、貪欲な官能の炎だけは燻り続けていた。

　あの方に、もっと食べられたい。

　焦がれる思いに、肌が火照る。

　涙が宝石になる奇跡の力が発現してから、内心ではなぜ自分にはこんな力があるのか、と思うことも多々あった。しかし、今となっては、感謝の念すら抱いている。

　その力で、愛するスレイマンを助けられたのだから。

　シファーは寝台の上でひどく緩慢な仕草で寝返りを打ち、息を吐き出した。

（「宝石姫」の力が失われても良いとお考えになっていた兄様は、涙以外の体液も竜の呪いに効果があると察しているご様子だったけど……。それも含めて、ご自身の治世には不要とお考えのように見えたわ）

「姫様、目覚めておいでですか」

　寝台を囲う薄絹の向こうから、ニルミーンが呼びかけてきた。

「ええ、いま起きました」

　時間の感覚もない。いまはいつ頃なのだろう、と思いを巡らせて寝返りを打つ。何か飲み物を、と呼びかけようとしたそのとき、微かに薄絹が揺れた。

「スレイマン様がお見えになっていますよ」

　不意打ちの名に、シファーは息を止める。

　ついさきほどまで耽っていた妄想が頭の中をさーっと流れていき、頬が熱を帯びてきた。

（えっ、えっ、ここに？　どうしましょう、起き上がれないのに……！）

　試しに寝台に手をつき、上半身を起こそうとするも、腕にまったく力が入らない。

　心臓が痛いほど鳴り、あわあわと焦りばかりが募る。

「姫、俺だ。顔を見せてもらっても大丈夫だろうか」

「あああ……、はいっ！」

　戸惑いつつも返事をしてしまったのは、彼の性格上、断ればあっさり去ってしまいそうな気がしたから。それは嫌だ。せっかくそばにいるのだから、会いたい。

　すぐに、ぱさっと乾いた音とともに薄絹をまくりあげられ、スレイマンが寝台のそばに姿を見せる。

　肩をすべる漆黒の髪、穏やかな光を湛えたラピスラズリの瞳。唇に浮かんだ甘やかな笑み。

（す………………、好き…………ッ）

　一糸乱れぬとはかくやという、隙なくカフタンを着こなした気品のある出で立ちなのに、シファーは睦み合った晩の彼をその姿に幻視し、呻きそうになった。

「体の具合はどうだ？　果物を持ってきた。少しなら食べられるかな」

　スレイマンは寝台の上の枕を集めて重ね、シファーの背に腕を差し入れて、寄りかかれるように体を起こさせた。

　触れられた瞬間、ふわりと彼の体から品の良い乳香の香りが漂い、シファーはうっとりと目を閉じた。不埒なことなど一切考えてもいないように、すっと離れていく腕がなんとも名残惜しい。

（スレイマンさま……。好き……）

　寝台に腰を下ろしたスレイマンに、薄絹の向こうからガラスの器が渡される。涼やかに盛り付けられているのは食べやすい大きさに切った水蜜桃で、目にした途端にシファーは耐え難い喉の乾きに気づいた。

「焦らないように、少しずつ」

　匙で桃をすくいあげ、シファーの口元まで運ぶ。シファーが唇を開くと、そっと匙をあててゆっくり食べさせてくれた。みずみずしい果肉と滴る甘い蜜が口の中に広がり、シファーはこくりと喉を鳴らして飲み込んだ。

「美味しい……です」

「俺も今朝食べて、美味しいなと思った。姫にふるまうというのも、食客の身としておかしな話だが。食べさせたいな、と」

　穏やかに話しながら、匙を口元に運んでくる。幼子のように世話をされながら、シファーは内心では悶え転がり、息も絶え絶えになりかけていた。

（美味しいから、食べさせたいと思ったって……。そんな、スレイマン様、お優しい……！　もう好き過ぎてこれ以上好きになれないのに、好き……！）

　行き届いた教育の賜物として、かろうじて表情には出していないつもりであったが、背にした枕に体を支えられていなければ、とっくに原型もなく溶け崩れていたに違いない。

　それほどまでに、スレイマンの一言は、シファーにとっては強烈な一撃であった。

「ありがとうございます、美味しいです……！」

　シファーがきれいに食べ終わると、スレイマンは侍女に声をかけて器を返した。振り返ったときには、動作に沿って薄絹が彼のその広い背を覆い、二人だけの空間となる。

「唇が、濡れている」

　手を伸ばされて、頬に添えられる。指が唇をなぞった。

　それだけの動きに、シファーはぞくりと身を震わせた。

「……期待した？」

　くす、と笑って尋ねられて、シファーは目を伏せつつ、彼の方へと視線を流した。服を身に付けていてさえ、たくましい腕や胸元が意識されて、どきどきと鼓動が鳴る。あの腕に抱きしめられたい、と欲望のままに素直に答える。

「はい」

　声が聞こえて、姿が見えたそのときから。

　皆まで言う前に強い力で抱き寄せられ、唇を奪われていた。

（腕も胸も固くて気持ち良い……。体の大きさが全然違うから、全部包まれて……）

　舌が絡んだとき、口移しで何かが舌にのせられた。固くて丸い。何だろう？　と思う間もなくシファーはそれを飲み下した。

　ふっと、スレイマンは顔を上げてシファーの瞳をのぞきこんできた。

「いまのは……？」

「赤輝石カーバンクル。ライハーン殿下から、もし竜化しそうなときは飲むようにと渡されていたものだが、あまりにも姫の体が辛そうだったから。少しでも楽になればと」

　涙石。

「ああ……」

　シファーは、思わず呻き声をもらした。

　これまで、宝石姫シファーは涙石を捧げるだけの存在だった。本人は大病を患うこともなく、怪我をすることもなかったので、涙石を与えられることなど、なかった。

　体の奥底に、穏やかなぬくもりが広がる。

　シファーは腕を広げて、スレイマンの体をしっかりと抱きしめた。

「スレイマン様。竜はもう、去ったのでしょうか」

　そっと優しい仕草でスレイマンもまたシファーの体を抱き、低い声で囁いた。

「処女血がすごく美味しかった」

　その途端、「力を失っていないなんて、破瓜をしていないのでは」と焦ってスレイマンに迫り、体を散々に嬲られたことをまざまざと思い出す。

　抱え上げられて下から突き刺され、うつぶせに押し倒されて後ろから何度も腰を打ち付けられた。

（破瓜はとにかく痛くて、血が出るって侍女たちから聞いたことはあったけど……っ。痛くて血が出ても気持ち良かったから、違うのかと思って……っ）

　体を揺さぶられて、ひたすらに乱れて叫んだ記憶がさーっと浮かんでくる。

「そ、そうですよね、処女血、ありましたよね……！」

　シファーが焦って言い募ろうとしたそのとき、スレイマンはシファーの髪を一房手に取り、優しく口づけを落として言った。

「竜は、この先俺の心が黒く染まることがない限り、表に出てくることはないだろう。姫のおかげだ」

　そして、再びの口づけ。

　ほとんど無意識にシファーは唇を開いて、舌を受け入れようとする。

　スレイマンは唇を離して、間近な位置から微笑んできた。

「また姫に、無理をさせるところだった。いまはゆっくり休みなさい」

　体を支えたまま、腕を伸ばして枕の山を崩して、シファーを寝台に横たえる。

　すぐに、さっと立ち上がった。

　眩しいまでに爽やかな笑みを残し、「また後で」と言い残して、薄絹の向こうへと消えて行く。引き留める間もない鮮やかな去り際。シファーは声もなく腕を持ち上げて、目の上にのせて、溜め息を吐き出した。

（どんな無理をさせられたって、構わなかったのに。離れたくない。これから先、あの方の行く場所が、わたくしのいる場所であって欲しい）

　このまま国に帰ってしまうのだろうかと、心細さが募るばかりだった。
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　宵闇に、弦楽器バルバットの甘く切ない音色が響いていた。

　涙石はシファーの疲労にもてきめんに効いたようで、あれからすぐにシファーは起き上がれるまでにすっきりと回復をした。

　侍女たちにすすめられるがままに浴室を使い、袖がなく裾の長いドレスを身に着け、食事を済ませた後は内庭の噴水のそばで過ごしていた。

　楽の音は室外からで、耳をすませても場所はよくわからない。

　自室をすっかり明け渡したライハーンは、すぐそばの別の部屋で過ごしているとのことだった。そうやって、どこで何をするか自由に決められる兄を、このときばかりは羨んだ。

（「宝石姫」であるわたくしに自由はなく……。目には見えない枷と鎖がこの手足に絡みついている。わたくしはそれを不自由に思ってきたけれど、心に竜を住まわせたままのスレイマン様もまた、未来に制約を負ってしまったのではないかしら）

　シファーは、ドーム型のガラス天井を見上げる。

「心が黒く……染まる……」

　ふと気づくと、儚く響いていた弦楽器バルバットの調べが止んでいた。

　弾き続けていたので休みをとっているのだろう。

　自然とそう考えたが、嫌な胸騒ぎがしてシファーは耳を澄ます。

　ざわっと、空気が揺れた。

　遠くで、金属を打ち鳴らすような音。悲鳴、怒号。それが何か気づいた瞬間、シファーは侍女たちに向かい「浴室に隠れて！」と叫んでいた。

（争い事が起きている！　かなり近い？　この部屋は兄様の信頼する兵が守りを固めているとはいえ……！）

　部屋の中にいた侍女は二人。内ひとり、「姫様！」とニルミーンが叫ぶ。

　シファーは、焦りを悟られぬよう、微笑んでみせた。

「もしここまで賊が侵入することがあれば、狙いはわたくしです。見つかるまで部屋を荒らし、探すことでしょう。だから、隠れたりはしません」

　余計な手間をかけさせ、侍女が先に見つかれば、何をされるかは想像に難くない。であれば、シファーは逃げ隠れなどしない方が良い。

　さっさと覚悟を決めたシファーに、ニルミーンが足早に駆け寄った。

「姫様はいつもいつも……！　塔に残るとか、助けも呼ばずに賊とおひとりで対峙するとか……！　薬を盛られて倒れた私が言うことではありませんが、話を聞いたときには心臓が止まるかと思いました！　いまも！」

　猛烈に叱り飛ばされて、シファーはよく理解できぬまま首を傾げつつ「ごめんなさい……？」と謝った。ニルミーンはまだまだ言い足りない、といった顔で腰に手をあてる。

「姫様は、ご自分を大切にしなさすぎるんです」

「そんなことないわよ？」

「あります！」

　どかんと怒られて、シファーはひえっと息を呑む。

　同時に、黒壇のドアが割れんばかりの音を立てて開かれた。

「姫！　夜分に失礼する！　姫の助けが必要だ！」

　ドアから押し入ってきたのは、黒髪を振り乱したスレイマン。

　まとう空気が、荒々しく殺気立っている。

　目を凝らしてその姿を見据え、手に抱えたものが何か気づき、シファーは鋭く悲鳴を上げた。

　血に染まった、銀色の髪。耳元で、翠玉の耳飾りが揺れている。意識を失っているらしいその体は、シファーのよく知る人物だ。

「兄様……！」

　駆け寄るシファーと、大股で部屋を突っ切るスレイマン。出会ったところで、シファーは目を閉ざしたライハーンの顔をのぞきこんだ。

「どうして、こんなお怪我を」

「囮に。姫と部屋を交換して、警備に隙を作り、姫のふりをして『宝石姫』を狙う者をおびき寄せたんだ。取り押さえられなかった者を追いかけて、捕まえてから戻ったら、殿下が刺されていた」

　スレイマンの衣服も血に濡れている。すべてライハーンのものなら、ひどい出血をしているようだった。

（泣かなければ）

　今こそ涙石を、ライハーンに飲ませなければ。

　頭ではわかっているのに、衝撃のせいでうまく心が動かない。

　泣けない。涙が出ない。

　シファーの焦りを感じ取ったように、スレイマンは近寄ってきたニルミーンに対して「皆、部屋を出るように。呼ぶまで誰も入ってはいけない」と命じた。

　周囲から人の気配が去って、シファーはすぐさま決断した。

「スレイマンさま。短剣をお貸しいただけますか」

「何をする気だ」

「泣けません。ですので、肌を切って血を飲ませます」

　ほんの一瞬、スレイマンの目に痛ましいものを見るような光が宿った。

　しかし、他に方法はないと悟っていたかのように、腰に帯びていた短剣を抜いて差し出してくる。

「刃物を扱い慣れていないのなら、危ない。俺がしよう」

「いいえ。あなたに、そんなことはさせられません」

　迷うことなく。

　シファーは手首の内側を果敢に切りつけて、ライハーンの乾いた唇に押し当てた。

　赤い血が流れ、唇からこぼれて顎を伝って落ちるも、ほんの少しだけ喉が上下する。

　こくり、と飲み下してから、ライハーンはうっすらと目を開けた。

　自分をのぞきこむスレイマンとシファーを見上げて、血に濡れた唇で笑う。

「……ふつうに、血の味だ。美味しいものではないね」

　そして、目を閉ざした。

「兄様……っ」

　怪我の具合を見ようと、シファーはその体に取りすがった。スレイマンは、シファーの血を流す手首を掴み、シファーの唇へと押し付けた。

「飲んで。姫も、今すぐ。こんなに深く傷つけて……」

　必死の形相で言われ、シファーは自分の手首から流れる血を舌で舐め取った。

　これまで味わったことのない味が口の中に広がり、つい正直な感想をもらす。

「おいしくない、です」

　その声が、怪我の割にしっかりとしたものであったことにスレイマンは口元をほころばせ、ほっとしたように微笑みながら「俺と竜は特別だから」と呟いた。







エピローグ








「姫の襲撃を手引した高官に目星はついていたので、罠に嵌めるところまでは良かったんだけど……。姿を見られないように寝台で待っていたら、ふつうに斬りかかられて、ざっくりとやられてしまった。一応言っておくけど、寝台で格闘したとはいえ、私の貞操は無事だよ」

　それはもう、スレイマン殿下がちぎっては投げちぎっては投げで獅子奮迅の働きで、と後日になってライハーンは、事の顛末をシファーにそう説明した。

「死にかけて迷惑をかけたのは私だけど、あんなことはこれっきりにして欲しい。私は、シファーに命を差し出して欲しいとは考えていないからね」

　そう締めくくったライハーンは、涙だけではなく体液にも奇跡の力があることを認識していたが、それを余人に明かすつもりはない意向をきっぱりと示した。

　ライハーンは「宝石姫」の血によって回復して事なきを得たものの、傷を負ったシファーは安静にしていろと周囲に心配されて、数日寝台に留め置かれることになった。

　実はシファーもすっかり回復していたのだが、あまりに傷が癒えるのが早いと不自然だからとスレイマンに諭されて、安静を続けることになったのだ。

　その間に、竜騒動を収めたライハーンが、王位を継ぐことが正式に決まった。

　とき同じくして「宝石姫」は力を失い、その役目を終えたと発表される。

　ライハーンの治世では「涙の塔」を再建する予定はなく、シファーはなし崩し的にかつてのライハーンの部屋を譲り受け、王宮内で生活を続けることとなった。

　スレイマンはその部屋に、看病を建前として、足繁く通うのだった。
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　シファーは庭の瀟洒な四阿で香を焚き、夜風に身を浸してスレイマンを待っていた。

　薔薇の蔦に覆われたそこは、四柱が大理石で天井はさほど高くないが、長椅子や卓が置かれて寛げる空間となっている。

　卓上には果物や焼き菓子、葡萄酒の瓶やグラスが並べられ、ささやかな酒宴の準備が整っていた。

　やがて、草を踏みしめる音ともにスレイマンが姿を現した。

　もう見慣れているというのに、いざ本人を目の前にすると、シファーはいつも大変な緊張に襲われてしまう。

「良い夜ですね、姫」

　声をかけられて、慌てて立ち上がり、微笑みかけるのが精一杯。

　近づいてきたスレイマンはシファーの手を取り、傷跡の残った手首の内側に唇でやわらかく触れた。

　その優しい仕草に心臓が跳ねて、シファーは焦りのままに口を開く。

「一緒に過ごせるのを、楽しみにしていました……！」

　声が、思い切り裏返った。恥ずかしい。

　一方のスレイマンは、にこにこと微笑んでシファーに腕を伸ばし、自分の方へと引き寄せた。

「この手首の傷跡、早く消えると良いのですが。あのとき、あなたを止めなかったのは、やはり間違いだった……」

　爽やかな香の焚きしめられた胸に抱きしめられて、シファーは早くもうっとりとしながら「間違い？」と聞き返した。

　考えるような間を置いて、スレイマンはシファーを自分の膝に抱き上げた。

　顔を見下ろしながら、低い声で囁く。

「口づけで大丈夫ではないか、と。ライハーン様に与える体液は、必ずしも血である必要はないと、言うか迷って、結局言えなかった」

「それは……わたくしも、後から気づきました」

　ざっくりと手首を切りつけた後とあっては、もはや考えるだけ無駄であったが。

（兄様と深い口づけをするということが、まったく思いつかず）

　あの方法以外、思い浮かばなかったのだ。

「止められなかったのは本当だが、気づいても止めていたのか、俺にはわからない。姫が目の前で、兄とはいえ他の男と口づけすることに、耐えられたとは思えないので」

　その声音がどんどん暗くなっていくのを感じ、シファーはとっさに「そこまでです！」と叫んでスレイマンの首にしがみついた。

「ご自身の想像で、心を黒く染めるのはおやめください！　そうはならなかったわけですから、もう思い出してはいけません！」

　ぎゅうぎゅうと抱きつくと、応えるようにスレイマンも腕に力を込める。

「その通りだな。心を清明に保たねばとわかっているはずなのに、姫のこととなると俺は容易に闇に落ちる」

　気の所為でなければ、とても怖いことを言っている。

　ときめきとはまた別の意味で鼓動が忙しくなるのを感じながら、シファーはスレイマンの顔をのぞきこんだ。

「竜の呪いは……」

　にこ、とラピスラズリの瞳が微笑んだ。

「あれは破壊と殺戮の権化だが、もはや自分がかつての魔物としての力を失っていることをわきまえている。いまはただ、姫を抱きたいだけだ。俺も竜も」

「竜……」

　がくり、とシファーの体から力が抜けた。

（そ、それでスレイマン様の中で意識の主導権争いをしているとしても……。体はおひとつなのであって。わたくしを抱くのは）

　スレイマンはシファーを抱き直して。尋ねてきた。

「口づけをしたい」

「……んっ」

　答える前に、唇を塞がれていた。

　スレイマンは、シファーの体を、骨がきしむほどに強く抱きながら、唇の間に舌をねじこんで強引に割り開く。

（スレイマン様？　それとも、竜？）

　その熱に翻弄されながら舌に舌で応えようにも、蹂躙するかのような荒々しさで苛まれて、いつしか頭がぼうっとしてきた。唾液を啜り上げながら唇を離されたときにはすでに、体が溶けそうなほど熱くなっている。

　スレイマンは唇に笑みを浮かべたまま、肩で息をしているシファーを座布団クッションの積まれた長椅子へと下ろす。自身はその場に膝をつき、シファーの目を見つめて言った。

「俺の故国は、この国ほど豊かではない。毒竜アジ・ザイリタの来襲そのものは、故国の兄の陰謀とまでは言い切れないが、騒動に乗じてこの国を毒牙にかけようとしていたのは間違いない。俺自身に敵意はなく、この国の救援にも応じた。しかし結果的に、兄の弄した策に嵌り、竜の呪いをこの身に受けてしまった」

「それは、殿下のせいではありません」

「だが、姫の力が無ければいつ呪いが発現するかもわからない身とあっては、もはや故国に帰ることもできない。あなたのそばを離れられない。離れる気もない。この先、俺はライハーン様のそばにあって、そのお役に立てたらと考えている。姫への求婚も願い出ているが、改めて姫自身の考えも聞きたい」

　瞳には真摯そのものの光を湛え、表情もこの上なく真面目だというのに。

（あんな口づけをして、わたくしを乱しておいて、今さら考えを聞きたいだなんて……）

　否と言われるなんて考えてもいないくせに、とシファーはつい睨みつけてしまった。

「わたくしは、すでに殿下にすべてを捧げております」

「ありがとう」

　そうするのがごく自然とばかりに、シファーの手を取り、指に口づけを落として、スレイマンが言う。そのさりげない仕草に、まだ流されている場合ではないと、シファーは真面目な表情のまま告げた。

「わたくしと離れられないから、求婚なさっているんですか？」

　言われてはじめて、シファーが何を気にしているのかに気づいたように、スレイマンは表情をやわらげた。

「愛している。この先ずっと、あなたと生きたい」

　低く、甘い声。

　望んだ答えであったが、想像以上のまっすぐさに射抜かれて、シファーは両手で顔を覆った。

「姫？　どうした？」

「どうもしていません。顔が熱くて、スレイマン様の目を見ていられないだけです」

「それはいけない」

　長椅子に乗り上げてきたスレイマンは、シファーの手首を掴んで顔から引き剥がす。

「やめてください、恥ずかしい」

「可愛い。見せて欲しい」

　悪びれなく言って、スレイマンはシファーの体に乗り上げてくる。

「わたくしを追い詰めるのは、竜の性質ですか？」

　見下ろしてきたスレイマンの瞳に、一瞬見覚えのある影がよぎる。スレイマンはやわらかく微笑んで「そうかも」と答えて体を倒し、シファーの唇に唇を重ねた。

　そして、唇に歯を立てて、噛み付いてきた。

「あっ」

　ぴりっとした痛みに、シファーは思わず悲鳴を上げる。

「大丈夫、姫が気持ち良いくらいの痛さに加減する」

　大きな手でシファーの胸を揉みしだき、首筋を舐め上げて、スレイマンがいつもと変わらぬ穏やかな口調で言った。ただし内容は、少しばかり怖い。

「い、痛くしないでください」

　シファーが恐る恐る尋ねると、笑顔で答えられた。

「痛くする。その方が姫は感度が良くなる。ほら、期待だけでここをこんなに尖らせて」

　すでにつんと硬くなっていた胸の頂きを指できゅっとつまみ上げられて、シファーは体を強張らせて喘いだ。

　すかさず、もう一方の手でドレスの裾をまくりあげられる。手は遠慮なく腰回りから下穿きの中に忍び込み、ぬかるんでいる秘処に直に触れた。

　軽く花芽を嬲ってシファーを喘がせてから、すぐにずぶずぶずぶ、と指を差し入れてくる。

（……っ、いきなりっ）

　声にならずに、シファーはスレイマンにしがみついた。

　あまりの強引さに、くらくらとする。だが、そこはもうひどく濡れていて、待ちわびていたかのように蜜を滴らせて指を締め付けているのだ。これでは、何を言っても強がりとしかみなされず、逆に喜ばせてしまいそうだった。

「姫のここは、物覚えが良い。ずっと待っていたようだ。これ以上待たせてはいけない」

「殿下……ッ」

　指を引き抜かれる。

「名前で呼んで」

　シファーの下穿きをずるりと下ろして剥ぎ取り、自身の腰帯も解いて前を寛げる。そして、濡れてはいるものの、まだ狭く閉じているそこに熱く硬いものを押し当ててきた。

　くちゅ、くちゅ、と先端で蜜口がほころぶまで弄られる。

　もどかしい刺激に、シファーは喘ぎながらスレイマンの体にすがりつき「もう、大丈夫ですから」と囁く。

「まだ……」

「待たせないと、言ったのに」

　シファーが腰を擦り寄せると、スレイマンは応えるようにぐっと腰を突き出してきた。

「あ……ッ、やあああっ」

　男を受け入れ慣れていない濡襞に、容赦なく肉杭が入り込む。メリメリ、と体が軋むような音がして、シファーは目を見開いた。

「そこまで、強引だなんて……。スレイマン様、わたくし、少し痛いです……」

　じわ、と目の縁に涙が滲む。すぐに動きを止めたスレイマンは、シファーの額に口づけながら、呟いた。

「さて……あのとき姫はたしかに破瓜したはずだが……。この反応はまるで処女そのもの」

「え……？　わたくし、処女に戻っているんですか……？」

　スレイマンの反応を測りかねて、シファーは涙目のまま尋ねた。スレイマンは緩く腰を動かしながら、考えるような素振りをした。

「奇跡の姫だけにそういうこともあるのかな……？　どうしたものか」

　ぐ、ずず、と硬く大きなもので襞を擦られ、シファーは無意識に自分から足を開く。緩い動きがもどかしく、無意識に腰を揺らしながら喘いだ。

「どうしたものか、って。どう、なさるんですか？」

「姫はどうされたい？」

　ゆるゆると腰を回すように動かされ、蜜口がちゃぷちゃぷと水音を響かせる。

　その刺激に追い詰められ、頭がうまく働かなくなりながら、シファーは呟いた。

「どうと、言われ、ましても……」

　あのときたしかに、処女ではないと、言われたはずなのに。

　いまも意識を向ければ、そこに大きなものを呑み込まされているのがまざまざと感じられる。

　体に彼を受け入れているのは間違いない。

　息をつくだけで刺激があり、「んっ」と喘ぎを漏らしてしまいながら、シファーはスレイマンを見上げた。

「あれでは足りなかった、のでしょうか？　もっとして頂けますか？　……あっ」

　内側で、ぐっと質量が増すような感覚。それまで余裕を見せていたスレイマンが、眉をしかめて目を細め、シファーを見下ろしていた。

　竜とも彼ともつかぬ厳しい表情。それは決して、彼の整った容貌を損なうことなく、むしろ精悍さを際立たせる。

「シファー姫……。俺はもう絶対に、あなたを離さない」

　言うなり、両手で細腰をがっしりと掴まれた。

「待っ……」

「だめだ。全部喰らう。何度でもする。俺のものになってしまえ」

　逃げられない状態で、がつんがつんと奥を抉られ、切っ先を最奥に押し付けられる。

「そんな、激しい……っああん」

　痛みはわずかにあったが、それ以上にあの日から何度も覚え込まされた愉悦が呼び覚まされ、抽送される肉杭に襞が絡みついていく。

　強すぎる快感に悶えて、シファーは身を捩った。

　すると、足を抱え上げられ、ずるりと引き抜いたものを、真上から突き刺すようにしてがつんと捩じ込まれる。

「……っ、ああっ……」

　一瞬、気を失ったのかもしれない。

　気づいたときにはずるずると粘膜を擦られ、泡立つ蜜を掻き出され、奥の奥まで何度も怒張を押し込まれていた。

　ゆさゆさと腰を揺すられ続け、目もくらむ快感にシファーは嬌声を上げる。

「意地悪……っ。あっ……もう……っ」

　声に煽られたように、スレイマンはシファーの内衣の袷を手荒く外し、弾む胸を両手で鷲掴んで腰を強く押し付けた。

「姫は、これが気持ち良いのだろう？」

　ふ、とスレイマンが笑みをこぼしながら、骨ばった手でシファーの腰を押さえ付けた。

　ごぼっと奥の方で精が迸り、熱いもので満たされる。

（すごく、たくさん……）

　吐き出したものを膣壁に塗り込めるように、スレイマンはゆるゆるとシファーのそこで肉棒を扱き続ける。

「はあっ……気持ち良い、です……。激しいの、好き……」

　シファーは涙で潤んだ目でスレイマンを見上げて、唇を震わせながら告げる。

　スレイマンが動きを止めても、シファーのそこはひくひくと痙攣しっぱなしで、精を飲み干そうとしているかのように蠢いていた。

　それが刺激になるようで、スレイマンは短く息を漏らしながら再び動き出す。

「やだっ……すこし、止まっ……」

「無理だ。あなたのここが良すぎて、止められない」

　大きな手が再び、胸を強く掴み、揉み絞るように力を込めてくる。指の食い込んだ胸は卑猥な形に潰れ、蜜口は混ざりあった二人分の蜜で淫らな水音を立て続けていた。

　内側の痙攣は止まらないのに、まったく手加減されずに深く抉られ続けて、シファーの意識は快感に染められていく。

「あっあっ、あっ……、も、もう、わたくし、処女じゃ、ないです、か……んんっ」

　聞いておかねばと、なんとか言葉にしたのに、噛みつくように口付けられてしまった。

　口の中を蹂躙するように暴れる舌に、シファーはつたない動きで舌を絡ませる。スレイマンは待ちわびていたようにその舌を吸い上げてから口を離し、唇で首筋を探り、興奮した様子でなめらかな肌に歯を立ててきた。

「はぁ……っ」

「くそっ……処女のときよりさらに良い……っ。イキっぱなしのくせにすごい締付けで……すぐに搾り取られる」

　スレイマンは唸りながら、腰を止めずに穿ち続ける。

（全然……止まってくれない……っ）

　開いたままの足が辛い。その思いが通じたのか、スレイマンは急に体を起こして、ずるりと肉棒を引き抜いた。蜜と精液がじわりと溢れ出し、食い締めるものを失った膣口がひくつく。

　息を吐きだしながら、スレイマンがシファーを見下ろしてきた。

　濡れて震えている秘所をじっくりと見られて、シファーは足を閉じようとする。しかし同じ姿勢のまま嬲られ続けたせいで、まったく足はいうことを聞かず、腰だけがいまだ何かを咥えこんでいるかのように淫らに揺れていた。

「姫……」

　囁きが耳に届き、シファーは「いや」とゆるく首を振った。

「わたくしも……、名前が良いです……」

　かすれ声で告げると、背に腕を回され、抱き上げられた。

「シファー姫。俺だけの……愛してる」

　その言葉は優しく切なく響く。胸がきゅっと引き絞られるような甘い痛みが走り、シファーは夢中でスレイマンの頭を掻き抱いた。

「好きです。わたくしも、あなたが好き」

　ふ、とスレイマンが胸元で笑った。

　シファーが軽く小首を傾げてその顔をのぞきこむと、不意に腰を掴まれる。

（あ、また……）

　濡れた蜜口を肉の切っ先で抉られ思わず腰が引けそうになるが、逃げられるわけもなく。

「ああああっ」

　ぐちゃぐちゃに濡れそぼった隘路を割り開くようにして、奥まで貫かれる。すんなり呑み込みながらも、華奢な腰で受け止めるには圧倒的な質量に、シファーは背を反らして悲鳴を上げた。

　スレイマンはしっかりとその体を支えながら、激しく突き上げてくる。

「あんっ、……はっ、うっ……ううっ」

　絶え間のない快感にシファーは悶えて身を捩り、必死にスレイマンの体にすがった。

「シファー、シファー……愛してる。あなたのすべてがたまらなく愛しい」

　蕩けるように甘い愛を囁きながらも、打ち付けてくる腰の動きは容赦がない。

　細い腰を掴まれ、ひたすら激しく突かれて、シファーは喉をのけぞらせた。

（すごく奥まで届いて、気持ち良いのがいっぱい……っ）

　結合部から、精液と愛液の混じり合ったものが溢れ出す。

「も、もう、だめ、だめ……」

　シファーは、ぎゅっとスレイマンの頭を抱き寄せた。

「愛してる」

　胸元で、熱い息を零しながら囁き、スレイマンは尖った乳首に食らいついた。

　乳輪ごと咥え込まれて、ぎゅうっと吸い上げられる。

「んんんん～～～～！」

　びくんびくんとシファーの腰が跳ね、埋められたものを引き絞った。

　目の前が、真っ白になる。

　シファーは、はあ、はあ、と肩で息を整えた。

（もう、わたくしは何回も達してるのに……、スレイマン様は……！）

　シファーのそこが咥え込んだ肉棒は、硬さも大きさもまったく萎える気配がない。むしろ少しでも身じろぎをすると、その凶悪なまでの存在感を主張してくる。

　スレイマンは「んっ……すごく、締まる……。少し、締めすぎだな」と楽しげな笑いをこぼして、銀の髪を手に取り、愛しげに口づけた。そして、耳元で囁いてきた。

「朝までこのまま……離さない。ずっとそばにいる。俺にあなたを守らせてくれ。あなたと、あなたの守ろうとした国や民のすべてを」

　言葉は彼らしく、甘く優しい。

　力強い腕に抱きしめられて、シファーは応えるように腕を伸ばすと、スレイマンの背にしっかりと腕を回した。





＊　＊　＊






　いつしかシファーの涙は宝石に変わることはなくなり、「宝石姫」はライハーンが世に知らしめた通り、その役目を終えた。

　奇跡の力を失ったシファーはその後、ときには街へ出る自由も得た。その傍らには、国に残りライハーンの片腕となったスレイマンの姿があった。

　生死不明となった邪竜は二度と人里に姿を見せることはなかったが、猛威を振るった強さは長く人々の記憶に残ることになる。やがて、戦場に立てば敵なしの英雄スレイマンは、その戦いぶりをしばしば竜にたとえられることになった。

　繁栄を誇った豊かなる砂漠の国には「宝石姫」とともに「守護竜」の伝説が生まれることになる。







あとがき








　はじめまして、もしくはお久しぶりです。

　濃蜜ラブルージュＦ＋さまでは、二冊目の本です。

　全年齢の別名義ともども、小説を書き続けております。




　今回は「こんな趣味に偏ったものを書かせて頂いて良いのですか？」というくらい、好きに書かせて頂きました。念願のオリエンタルファンタジーです！

　執筆中、頼りにしていた担当さんの変更もあり「まだ右も左も全然わかっていない私を置いていかないでください！」と迷子になる場面もあったのですが、こうして一冊の本としてお届けできることができまして、胸を撫で下ろしています。




　内容としましては、初稿の段階では、全体を通してシリアスで深刻な雰囲気で書いていました。

　しかしその後、改稿に着手する前に石いし田だ惠めぐ美み先生のイラストを見せて頂き、考えががらっと変わりました。

　ヒーローが……あまりにも美しい！　ぜひ拡大して目元や口元の細部までご覧いただきたいのですが、本当に優しげで、美しい！　ヒロインも美しすぎる！　もう、美しかない！

　この美しいイラストにひかれて手に取った方に、楽しんでいただける内容になっているかな……と考えているうちに「とりあえず、なんだかよくわからない重苦しい展開はやめておこう」と思いました。できれば、悲壮感なく、明るいコメディ寄りで……。

　ヒロインの性格が、初稿から大きく変わったと思います。自分の境遇をじめっと悩むこともなく、素直にヒーローとの出会いに感謝し、Ｒシーンにも積極的。

「普段は紳士的で優しいのに、竜の呪いで凶暴になっているときは野性味があってそれはそれでかっこいい！　ひとりで二人分、なんだかお得！」

　そういう意気込みのヒロインなので、暗い雰囲気はないかと思います。

　石田先生の、大人っぽいイラストのイメージとはもしかして違うかもしれないんですが、ヒーローのあの美しさはなんとか文章でも書けないものかと、イラストを見ながら全編改稿しました！　ぜひ、何度でも表紙に戻って画像を拡大して見てみてください！　背景や雰囲気も全部好きです！

　作品には自分のいまできることを全部詰め込みましたが、たぶんすぐに「もっとうまく書けなかったのか」で反省はします。反省はしますが、この作品も絶対面白いと思って世に送り出していますので、お手に取った方に少しでもお楽しみ頂けましたら幸いです。

　この本を作るのに関わったすべての方と、目にとめてくださった読者さまに、最大限の感謝を。

　また次の作品でお目にかかれますように。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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